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藤牧義夫年譜   

                2011 年 12 月 28 日版 

 
 

 

85    

 

 

 

、論評など、原則として、原文の表記に従った。 

－『SHS ニュース』は、『新版画ニュース』とも呼ばれるが、ここでは前者で統一し、号数表記は「第 3

号」のように記した。 

－『新版画 Leaflet』にも、呼称の不統一があるが、この呼称で統一し、号数表記は「№1」のように記し

た。 

－『新版画への道 1』『新版画のための記録 2』『新版画の記録 3』『〔タイトルなし〕4』という小野忠重の

手製の記録ファイルは、混乱を避けるために、『記録 1』『記録 2』『記録 3』『記録 4』という統一された

呼称を用いた。 

－年譜作成においては、主に以下の資料・文献を参考とした。 

  新版画集団による発行物（『新版画』、新版画ニュース、新版画リーフレット等） 

  当時の美術雑誌 

  「生誕 85 周年記念 藤牧義夫 その芸術の全貌」展図録（年譜、証言記録等） 

  大谷芳久著『真偽』 

－資料調査に当たっては、水沢による基礎データ作成の時点において小野忠重版画館の小野近士・智子ご

夫妻の全面的な協力を得たほか、下記の諸機関・諸氏のご協力を仰いだ。更に平成 23 年度に開催の『生誕

100 年 藤牧義夫展』（群馬県立館林美術館・神奈川県立近代美術館）の調査において、様々な助言・資料

を頂戴した。記して謝意を表わしたい。（敬称略。順不同） 

    館林市立資料館／東京都現代美術館／東京都現代美術館図書审／町田市立国際版画美術館／ 

    宇都宮美術館 

    岡屋紀子／加藤弘子／浜崎礼二／滝沢恭司／大谷芳久／岩切信一郎／今五圭介／和南城愛理／ 

    加治幸子／清水正博／長谷川正己／長谷川吉弘／亀岡周子／中村和子／金子隆一／武藤隼人／ 

    杉末あゆ子／桑原規子 
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1911（明治 44）年 0 歳 

1 月 29 日 

邑楽郡館林町大字 1006 番地（旧裏宿、現館林市城町 14 番 38 号）で、父巳之七、母たかの

7 番目の未っ子として生まれる。 

 

1913（大正 2）年 2 歳 

5 月 10 日 

母たか病没。 

 

1917（大正 6）年 6 歳 

館林尋常高等小学校（現館林市立第一小学校）入学。 

尋常科の頃から画才を発揮し、級友たちの間でも義夫の書いた絵や漫画が話題になってい

た。＜進藤完治氏談＞ 

 

1919（大正 8）年 8 歳 

父巳之七、亡母たかの实妹まさと再婚。 

 

1921（大正 10）年 10 歳 

皇太子のイギリス訪問からの帰国を祝して、その肖像画を新聞紙大の画用紙に水彩で描く。

その出来栄えの見事さが全校の話題となる。＜進藤完治氏談＞ 

 

1922（大正 11）年 11 歳 

父巳之七、中風が発病し、代書人を辞する。 

 

1923（大正 12）年 12 歳 

3 月 

尋常科を終え、高等科に進む。 

 

1924（大正 13）年 13 歳 

夏休みの宿題として制作した木彫の大黒天像が賞を受け、卒業時まで校長审を飾ることに

なる。＜太田忠三郎氏談＞ 

9 月 19 日 

父巳之七、67 歳で病没。義夫 13 歳の秋。 

 

1925（大正 14）年 14 歳 

館林尋常高等小学校高等科を卒業。「藤牧巳之七傳記」資料蒐集に着手する。義夫 14 歳。
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蒐集に際し、親戚、知人に願い状を配布。『三岳全集』、p.219：「主人公たる父の死せし爲

皆目見分
ミ ワ ケ

／付きかねるによつて。近親諸君に／左の文を願ひ致す次第であります／「藤牧

巳之七傳記編纂に就て。」／此度小生父の傳記を編纂すること／に決し主任を設けて編纂に

着手致／しました。／依て傳記資料蒐集に付近親諸君竝／に一般識者有志友人諸君に御助

力／をお願ひ致します。／一 父に関する遺聞／一 父の書簡及び文詩／右御承知又は御

所持の方は御手敷／ながら御寫取或は大体を記して御／郵送下されば幸であります。／亡

父傳記編纂所」 

5 月 3 日～24 日 

中央美術展覧会（於・上野竹之台陳列館）。同展会友の田中豊三郎が《母子像》を発表。 

6 月 1 日  

『中央美術』第 11 巻第 6 号発行。口絵に田中豊三郎《母子像》掲載（図版ネームは「母子

像（中展出品）田中豊三郎」）。「田中豊三郎氏の自画像にはあてられた『母子像』の方は漫

画味が、さうだらけずに止つてゐるのがよかつた。色ももつと深く冴えて行つたら氏の独

自の画境が開けて行くかも知れない。誰れの真似と云ふところがないのできゆうくつには

感じない。」鍋五克之「中央美術展覧会を観て」（p.28）。 

＊ のちに義夫はこの絵の模写を東京都現代美術館所蔵のスケッチブックに描いている。おそらく原画を

直接観たのではなく、この雑誌から模写したのではなかろうか。 

 

1926（大正 15・昭和元）年 15 歳 

6 月  

『三岳全集』完成。 

目次横、藤牧家家系図の横に記載：「以上精細の記事ハ／藤牧巳之七藤原盛虎未子／ガ所持

ス也 念爲下件如／昭和弐年亓月十三日記之」 

末文部分の序文ｐ.129、巳之七愛玩の観音像の絵に添える：「心ただ圓かれと祈るなり／三

岳老人／心たゞまろかれ…………まろかれ…………／なんと云う神
カウ

がうしい言葉であらう

………／父は観音の像を愛した謹嚴なる顔形のうちに何となく／円満を語る相の………た

まらなく好だつた………／いかりも。なげきも円満には勝てぬ………／父の観音がたまら

なく好きだつただけに観音はどこにも目／についた像がたく山あつた。父は家庭のたゞ円

かれと心と／共に祈つてやまなかつたのだ………………………／父は常に生前否死後も観

音をはなさなかつたであらう。………／福徳円滿を以て序とす  ………とらの春よしを

…」 

p.171：「▲図案家／父は図案なぞと云うこまかい方に／も長じて居たので某地一流の染／

色図案業者某氏からどうぞ図案家／になつてくれ、そうすればいやで／も父の家族を全部

位養ふだけの金と／家も貸し與えると云つて図案家に／なる様にすすめたけれどこれをこ

／とわつたと云ふ／ある時なぞは某地の展覧会があつ／てその折に父が製図を出品するこ

／ととなり。父それを作つて会に出し／たら版画と間違へられて。コリヤ／版画だ藤牧君
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の校ぢや出品に活版／を出すと云つて苦情が来たがやが／てあとで描たもと
ママ

とわかつたそ

ー／だ。それ程上手で精密な腕を持つ／て居たが教師をやめても図案家に／ならず死ぬま

で司法代書人で通し／た父は図案家にはどうしても性質／がむくまいと考へて居たらし

い。」 

p.181：「父の趣味／盆栽………／▲其壹………／父の趣味とする所の第一等は植木／にあ

つた／至つて盆栽にあつた／そのうち至つて緑変わらぬ常磐
ママ

木松／を愛した。／庭は松の

盆栽でうずまつて居た。／松の鉢だけでも百を敷へる程あつ／た。／家に来る人皆その盆

栽の多きに驚／く。」 

p.285：「▲ 父を想ふの唄。／町の光。／人馬の往来はげしき名残り／夜のとばりははや

たれぬ／のきの光もあを白く。／輝き出ぬ今しばし／空には長し銀河あり／西には余光は

やむなし／ 烏
カラス

はさはぐおのがやど／見よ天地間の靜前
ママ

を。／東に昇る月淡し。／きよき光

に父の 魂
ミタマ

を／月は輝く無言のまゝで／ありし厂史を語り顔／幾何年の月年を語らぬ顔に／

光あり。／人は変れど世
ヨ

は変れど／月は変らず昔を想ふ。／おはり。／父逝きし／想ひ涙

の今日の月」 

ページ不明（父の肖像写真の模写《父の像》に記載）：「噫々惜哉可想父」 

後書き：「〔冒頭部分に欠落〕サレド或ハ書キ漏シタルアラン、或ハ描キ漏シタルラ／ン。

世ノ常トシテ全集ニシテ全集ニ不ザルモノ／アリ。讀者諸氏コノ意ヲ諒セヨ／ヨリテ全集

ヲ全集ト成リ終ホヘタル著者ノ苦心ハ／此處ニ存ス、資料蒐集ノ為或ハ長途ヲ厭ハズ／旅

シテ編纂資料トナシ、或ハ遺聞ヲ尋ネテ盡クル／所ヲ不知。又或時ハ一ツノ画一ツノ形ヲ

モ眞实ヲ握ラン為／雤ヲオカシテ其地ニ入リ苦心ノ結果寫シ取リ得タル／事アリ夜深更ト

云ヘドナオ且床ニ就不、孖々／トシテ全集著述ニ勉メタリ、／ヤガテコノ大冊ハ着々トシ

テ豫定ノ如ク進／行シ半ヶ年經過ノ後此ノ完成ヲ見タリ／实ニコノ厂史コソ尊イモノデア

ル。／モツテ序トス／思フニ巳之七時代ノ変選
ママ

夛ク見ルモノ最夛シ／大正寅年六月中旪／

著者記之 南無（花押）」 

7 月 15 日  

藤牧家は巳之七を亡くしたあと、日用雑貨を商う「藤牧分福堂」を開業。しばらくの間、

義夫は店を手伝う。『三岳画集』：「分福堂付記／天業民報社ノ代理デ取次グ不思議膏及／不

思議錠障子紙及氏名登録記等ノ広告／度々天業民報ニ差入テ配達ス」「分福堂付記 大正

十亓年十一月十九日現在義夫調／開業当日謄寫版にて上図に添付見末の如き／を印刷して。

（参考の爲紙敷二百有余枚）。近所／近辺に配付
ママ

す。当日天業民報にも差入れて／配付
ママ

し。

なほ最も近辺凡そ半町四方以内の／家々に。（知人）に石鹸、（羽衣石鹸）を添へて開店／

広告と供に配達してあるく。／（略）／当日前夜前朝、当日の朝、辻広／告十敷枚。電柱

等の広告敷十枚、二人に／て貼つてあるく。」 

秋～12 月  

父の生涯を描いて偲ぶ『三岳画集』に取り組む。 

『三岳画集』より上野公園で電気博覧会開催（1918 年 3 月 20 日～5 月 20 日 入場者 114
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万人）された時の思い出の素描：「電氣博覧会／始めて見る電氣の機具／にソゾロ心がおど

つたよ／家の摸形
マ マ

もミータツケ／戰争のパノラマも／ミタツケな。／地球と星と大
ママ

陽と月

／の摸形
マ マ

も見たつけな。／空には飛行機が飛んで居て／めづらしくてめづらして
マ マ

たまら／

なかつたよ」「電氣博覧會 一／伊藤の峰ちゃんと僕とで一昔前父につれられて行った／

きれいなかざりモン見
ミ

ーたツケ／デンデンタイコモミータツケ／赤と青との電氣のトンネ

ル／電車の模形
ママ

も見ータツケ／浅草の料理屋で十二／階見ながらおすしを／食べたつけ／

ミーンナ夢と消え／て行く」 

茨城県の大洗海岸へ父・巳之七、兄・秀次と旅し、金波楼に宿泊した思い出の素描：「海の

朝／大洗、金波樓に宿す。／三岳老人、兄、小生・／東に向て對す、朝日の金波銀／波と

輝く美なるかな麗なる／哉。大
ママ

平洋にのぞむ無根
ママ

の憶／くだける波は幾海を連りて米国／

の岸。眺あらたなり日は高し。／呼々
マ マ

美しき天然。海の力よ。しほ風／うすらさむし」 

大洗海岸で遊ぶ父と義夫と背広姿の秀次に、次の一文が添えられる：「大洗海岸／打よせる

波に足あやふく／塩に致
ママ

らんとす／石を父先日
キ ノ フ

見付けて置く／義夫来りて之
コレ

ならざるや？

／父に問ふ／父嬉びてオーソレソレソレだ／その石今も我家にあり／されど父は今……／

石は今……／石なればこそ／石なればこそ」 

水戸の常磐公園（偕楽園）の橋上で振り返る巳之七の姿を描く：「板橋／このガタガタ橋を

西洋人がフミ抜いてけがした／ことがある／上下する人々橋上下移如見」 

鎌倉名所の全景を描く：「鎌倉大佛を見／賴朝の墓を見／鎌倉宮を拜見／江ノ島見物／八幡

宮参拜、／等々等／父の足跡ツきる／處無し」 

房州館山湾にある鷹の島（釣り人）を描く：「父と兄上にて旅行の時／父巳之七の足跡 安

房名勝鷹の島 釣魚／小さなる望みをすてゝむしろ我／この島もりにならんとぞ思ふ」 

ダンゴサシを描く：「ダンゴサシ 旧一月十四日」 

亡父を憶い文章を書く：「父父父父父父父父父父父父父父父父父父父父父／父父父父父父父

父父とよんで見たい程の今今だ／さびしく何の楽も見ずあの世に去つて行つてしまつた父

／を想ふとも尐し生きて居てくれればよかつたになー／今十年いや今亓年でもいゝそれで

かなわぬなら二年／一年半月でもいゝ生かしたかつた茲愛の父茲愛の／母を一生のまだう

ら若いうちから去つて親無し子／となつたわけだ。何となく、ただ何となく父父父父父／

とやたらにさけびたくなつたあの力ある父が居／ないのだものなさけないセンチメタルが

ひしひしと／胸におしよせて来た。おもやつれした父の顔面そ／して世相のあらなみにう

ち入つて戰つた父それも／今ははかない一場の夢と消えてのこつたのは父の／没、没、死々。

くらい中に父が死なずに居てくれれ／ばよいがなー、と歩みにも父を想ひ忘れたことが／

ないのだ。たゞ父、親、親、そしてあきらめたのちに／来るのが希望、熱であるはずだ そ

ふだ 目覺よふ／そふだそふだ／父は死んでも子が残る、／虎は死んで皮を残し人死んで

名を残る、／ソーダソーダソーダと心がさけんで居る。」 
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1927（昭和 2）年 16 歳 

1 月 1 日  

『三岳画集』完成。後書き：「昭和二年一月一日装訂成る。／群馬縣館林町裏宿六八四番地

／藤牧義夫著之。／大正十亓年秋ヨ里稿を起し昭和一年より二年に致
ママ

り／之著完成す。（せ

い姉に表紙布を戴き画紙の大半／を藤牧分福堂にて購入仕入す。巳之七の関著は今日之／

を以て絶す。………著者識………」 

4 月 22 日  

胸を患って 4 年前に東京の勤め先を辞して帰郷していた兄秀次が病没（34 歳）。義夫が家を

継がなければならなくなる。 

6 月頃  

上京し、日末橋浜町の染織図案家、佐々木倉太の門に入る。 

6 月 10 日  

『南流微鵝當』二 模写末筆写に着手する。（「昭和二年六月十日 描寫着手」と奥付にあ

る）『南流微鵝當』二 模写末に書込み：「位置不同ナリ 型同ジ」「半途中絶 百花画譜線

書き乃爲奈里」 

12 月 13 日  

「昭和二年十二月十三日夜寫之／時一時眼朦朧トシテ絵不進如以上」と『南流微鵝當』二 

模写末に書き込む。 

12 月 18 日  

『南流微鵝當』二 模写末装丁完成。（「昭和二年十二月十八日 裝訂完成」と奥付にある） 

奥付：「昭和二年六月十日 描寫着手／昭和二年十二月十八日 裝訂完成／附記 一月十日

裝訂完全ス／編者 藤牧生／於 江戸日末橋浜町弐ノ十一番地」 

 

1928（昭和 3）年 17 歳 

1 月 10 日  

『南流微鵝當』二 模写末装丁を補う。（「附記 一月十日装訂完全ス」と奥付にこのとき

追記） 

 

1929（昭和 4）年 18 歳 

スケッチブックに佐々木一門の門弟の姿のデッサン、《スケッチブック断片（実間）》、《ス

ケッチブック断片（実間）》、アンリ・ルソー『牧場』模写、アンリ・ルソー『ジユニユ氏

の小馬車』模写、アンリ・ルソー『パリ市城壁』模写などを描く。 

裏表紙に書込み：「皇紀二千亓百八十九年七月」 

6 月 17 日 

佐々木一門の門弟を描いたデッサンに書込み：「4.6.17」 
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8 月 16 日 

スケッチブック断片（実間）に書込み：「昭和四年八月十六日 実間」 

8 月 25 日 

アンリ・ルソー『牧場』模写に書込み：「2589.／8.25.夜／牧場 アンリ ルツソオ摸寫／

中央美術. 第 10.第 5 号口絵ヨリ」 

8 月 27 日 

アンリ・ルソー『ジユニユ氏の小馬車』模写に書込み：「4.8.27／於 両国図書カン／ルソ

ー／足立源一郎著書」「小生の模寫には／地平線に甚だしく／高低あり」 

アンリ・ルソー『パリ市城壁』模写に書込み：「巴里市城壁 アンリルソー」「4.8.27」 

年未から 1930（昭和 5）年初め頃 

佐々木倉田門人仲間であった久野歌津夫に絵入り書簡《（太陽と自画像）（久野歌津夫宛書

簡断片）》を送る。書簡右上：「No1.」。書簡文面：「其後は如何ですか／僕の近頃は大いに

考へる処あり、非水／百花譜の彩色と鳥類図集を夜となく／朝となくやって居ます。連日

寝坊しては先／生に怒られて居る清氏が昨日から小生等に尚／卅分の起床早からん事をと

要求して來たのに何だ／か解せない處があった、と云えば云える様な氣〔ペンで消した跡〕

がします。／实に近頃の僕は早起ですよ大低亓時の起床／それから線書を一時間。  画

审は亦今年」 

 

1930（昭和 5）年 19 歳 

11 月頃  

植松盛之助が経営する神田松富町の商業図案社「玄黄社」に勤めていたようである。 

玄黄社には義夫より１～2 歳年上の娘がいて、その娘との縁談話があったが生活が不安定な

ためその縁談を断る。その半年後くらいに玄黄社を辞めたという。＜实姉中村てい娘・中

村和子氏談＞ 

藤牧は勤務先の印刷所から養子の話があったが、それでは旧士族の藤牧家がなくなるので、

これを断る。＜清水正博氏談＞ 

 

1931（昭和 6）年 20 歳 

4 月 12 日～5 月 3 日  

第 9 回春陽会展（於・東京府美術館）に《ガード下のスパーク》を出品。目録に「二二四 ガ

ード下のスパーク 一〇 藤牧義夫」〔第 7 审〕と記載。 

5 月 28 日～6 月 14 日  

第 18 回日末水彩画会展覧会（於・東京府美術館）に《夜更けの給油所》を出品。 

6 月 21 日～25 日  

第 1 回新興版画展（新宿三越 大分に巡回）に《上野見晴しの夕映》、ほか 3 点を出品。 
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6 月 28 日  

『きつつき』第 3 号に《朝霧》が藤森静雄によって忚募作品の中から優秀作として選ばれ、

掲載される。 

8 月  

『版画 CLUB』第 3 巻第 1 号（8 月号）（創作版画倶楽部）発行。きつつき一会員による「新

興版画第一回展覧会批評」を掲載。「藤牧義夫氏 街の夜の路、外此人の技巧は幼稚である

が、デツサンが確かなので、くるいがない 春陽会に出たのより「上野見晴しの夕映」の

方が良いと思ふ。」 

9 月 7 日～11 日  

日末版画協会第 1 回展覧会（於・日末橋三越）に《夜景（中之橋）》、《請地の夜》を出品。 

9 月 22 日  

義姉藤牧幾久亡くなる。死去にともなって制作した版画〈幾久 デスマスク〉を、实姉・

太田みさをに郵送。封筒の裏に記載：「卍泰容院 送 第二号 昭和仲秋」 

10 月  

秀次、幾久の娘、周子と義理の姪のナミ子を二枚の羽子板に描く。 

 

年代不明であるが、太田豊治の羽織の裏に龍の絵を描いたのはこの頃か。太田みさをの羽

織の裏にも松の絵を描く（現在所在不明）。＜实姉太田みさを息子・太田和文氏談＞ 

 

1932（昭和 7）年 21 歳 

4 月  

新版画集団設立に参加。新版画集団は小野忠重、武藤六郎の 2 人を中心に結成に「版画の

大衆化」を掲げて結成された。創立メンバーは全 22 人。武藤六郎によれば、第 1 回新興版

画展への出品をきっかけに小野忠重から連絡を受けて知り合い、版画の研究会の結成を構

想、メンバーを集めたという。藤牧は、同じく創立会員の柴秀夫、武藤六郎、蓬田兵衛門、

吉田正三と共に前年の第 1 回新興版画展に入選している。柴秀夫、あるいは、吉田正三の

紹介で昭和 7 年 6 月、小野宅での新版画集団創立打ち合わせ会に出席したとされる。 

5 月 7 日～24 日  

《あをば》を第 7 回国画会展（於・東京府美術館）に出品。目録に「464 あをば」と記載。あ

をば（国画会展入選絵はがき）〔太田豊治宛〕に印刷：「第七回國展出品 あをば 藤牧義

夫作」 

6 月１日   

《朝》を制作する。画面内に「７.６.１」と版刻。 

6 月 16 日～20 日  

第 2 回日末版画協会展（於・東京朝日新聞社画廊）に出品。目録に「63 はか／64 てら」と記

載。 
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6 月 17 日  

第 1 回連続研究会の第 1 回が、新版画事務局の置かれていた向島小梅町の小野宅で開かれ

る。藤牧も参加した可能性がある（『SHS ニュース』第 1 号による）。 

6 月 20 日  

『新版画』第 1 号発行。《朝》収録。200 部。目次に「（版畫）」として「朝……藤牧義夫…

7」、「（雜）」として「作家言……武藤六・佐伯・新田・大久保／藤牧・武藤完・」と記載。

「新版畫集團の創立並に機關誌「新版畫」の發刊に就いて」という同号掲載の挨拶文の未

尾に「新版畫集團（ＡＢＣ順）」として掲げられた「集團員」22 名の 3 番目に「藤牧義夫」

の名が挙げられている。奥付：「新版畫Ⅰ／昭和七年六月十亓日印刷納末／昭和七年六月二

十日發行／編輯者 關谷忠雄／發行者 東京・末所・小梅一ノ七 小野忠重／印刷所 靜岡・

安西・一ノ六四 安田印刷所／發行所 東京・末所小梅一ノ七 小野方 新版畫集團」。同号掲

載の（小野）「國展版畫評」のなかに藤牧作品の言及が見られる。「……藤牧義夫の「あお

ば」も模様風な興味はあるがこの興味の追求は對象を一層リアルに見ることによつて行は

るべきだらう。……」。 

＊ 藤牧の名前が新版画集団関係ではじめて登場するのは、この『新版画』第 1 号である。「新版畫集團

の創立並に機關誌「新版畫」の發刊に就いて」には「……我々は末年四月新版畫を組織した」とあり、

4 月には藤牧もその動きに加わっていたものと思われる。前年の第 1 回日末版画協会展で、絵馬師で

あった吉田正三と藤牧は出会い、その吉田を介して、柴秀夫を知り、その関係で新版画集団結成に参

加することになったと従来伝えられている。しかし、そのことを直接裏づける資料は現在までのとこ

ろ確認されていない。 

6 月未  

『SHS ニュース』第 1 号発行（ガリ版摺り、2 枚）。藤牧作品 2 点が日末版画協会展に出品さ

れたことが報告されている。また、すでに 6 月 17 日に「第一回連続研究会」が小野宅の新

版画事務局で開かれ、さらに 7 月 24 日、31 日、8 月 7 日と計画されていたことが伺える。 

7 月 10 日  

『新版画』第 2 号発行。40 部。藤牧作品は収録されず。 

7 月  

『SHS ニュース』第 3 号発行（ガリ版摺り、7 枚、14 ページ）。編輯は吉田正三。「夏期の研究

会は集りが悪いので変更し／第三号編輯展覧会の相談等を兼ねて／座談会を開いた。竹村、

柴、藤牧、吉田、／関谷／吉原／武藤、小生〔小野か〕の八人参集した。」（1 ページ）。『新版

画』第 1 号についての批評（「「新版画」創刊号批評」）が掲載される。武藤六郎「……／藤牧義

夫作 朝、要領のいゝ作品／です。白と黑の部分が畫面を斜めに均等／に残されていますが

右上の方にホワイトが置／かれたらもつと強くなつたでせう。露出した腕／の部分のアウ

トラインは直線であつた方が／良いと思ひます。／……」（4 ページ）。関谷忠雄「……／藤

牧氏「朝」朝の気分が出てゐることは確／かだが、これは余りに悠々閑々たる朝で／はな

いか、僕等の求めてゐる朝はかゝる／のんきなものではない筈である。すりが尐／しぞん
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ざいです。／……」（6 ページ）。大久保一「……／7. 藤牧サン ある感じがあります。／……」

（9 ページ）。吉田正三「……／藤牧義夫「朝」君の持つて居る気持ちは／出て居る。左の窓？

は人物にくらべて尐し／小さい様に思ふ。そしてその窓の為に光のあ／つかひが逆の様に

思へてならぬ。／……」（10 ページ）。 

8 月 10 日  

『新版画』第 3 号。40 部。目次に「3 藤牧義夫 都會風景」と記載。《都會風景》を収録。

奥付はなく、目次に「昭和七年八月十日発行 新版画集團」と記載。 

8 月  

平塚運一『「新版画」第 3 号批評』（ガリ版摺り、3 枚、手稿もある）発行。「……／藤牧義夫「都

会風景」は中々面白い線で一種のリズム／が何とも云へない樂しい感覺を持つてゐます.／

……」。 

9 月 15 日  

『新版画』第 4 号「都市田園診断号」発行。200 部。目次に「御徒町驛 東京夜曲 Ａ……藤
ママ

巻義夫 6」と記載。《御徒町驛の附近で（御徒町驛）（東京夜曲 Ａ）》を収録。同号の表紙

もデザインする ＜6＞ページに「新版畫叢書」の予告が掲載されている。「新版畫集團の版

畫大衆化運動の第二次計畫として新版畫叢書を發行する。内容は次の如くであ／るがあら

ゆる点に於て我々は出來る限りの犠牲を拂ひ然も進歩的な版畫家として良心的制作を／以

て大衆に訴へやうとしてゐる。我々の厚顏なる仕事が幸にして成功を得るならば欢快この

上／もない次第である。」「＜近刊＞」として「第四輯 藤
ママ

巻義夫集」が予告されている。同

ページに「＜版畫（木版）の利用に就いて＞」と題した宠伝文を掲載。「日末の文藝方面に

もつと版畫が浸入してもいゝと思ひます、挿繪であるとか、裝釘、カツ／ト等、利用さる

べき塲合は無限にあります、外國の文藝美術に關する出版物乃至學術的な／また通俗的な

雜感等に於ける版畫の利用ははるかに進んで居りますがこれは作家個人並に／出版業者の

理解にもよると共に正しくは版畫家自身かゝる方面への確たる結びつき、嚴密／なる理解

のないことに原因すると考へます。商業美術方面に於ける版畫の利用についても／同様な

ことが云へます、彫版といふ藝術的操作それ自身が直接に廣告へ流用出來る版畫は／當然

商業美術方面に重視さるべき性質を持つてゐるのであります。／その他敷多い應用圖案方

面に於ても版畫の利用さるべき点は無限にあると思ひまして版畫／大衆化を意圖する我々

は積極的にこの方面へ進まふと考へます。勿論我々は從來のこの種／の仕事と反動的な廉

價で引受けると共に出來る限り良心的な仕事をするつもりで居ります／どうか理解ある御

援助を熱望致します。／新版畫集團／＜制作品目＞／挿繪、裝釘、カツト、表紙圖案、ポ

スター、包紙圖案、ビラ、パンフレ／ツト表紙圖案、新聞雜誌廣告圖案、エキスリブリス、

壁紙、襖紙圖案、／レターペーパー／其他版畫で
ママ

得ひ行るあらゆる圖案方面」。同ページに

奥付：「新版畫（
ママ

IIII）／昭和七年九月十日印刷／昭和七年九月十亓日發行／東京・千駄ケ

谷・亓四九／編輯者 關谷忠雄／東京・末所・小梅一ノ七／發行者 小野忠重／靜岡・安西・

一ノ六四／印刷者 安田賴太郎／東京・末所・小梅一ノ七／發行所 新版畫集團／
ママ

領價三十
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錢」。 

＊ この奥付では、「新版畫叢書」の計画、デザインへの進出などが新版画集団として明確に宠言されて

いる。藤牧の版画家、デザイナーとしての才能が発揮されるべき舞台が着々と用意されつつあった。

事实、藤牧は、『新版画』第 4 号の表紙をデザインしたばかりでなく、翌月の新版画集団第 1 回展で

は、デザイナーとしての中心的な役割を果たすことになる。 

9 月 18 日  

「隅田公園、南葛工場地域、荒川放水路方面の寫生」を「野外研究會」と称して行う（『SHS

ニュース』第 3 号による）。参加者は、藤牧、柴、鈴木、武藤完一、小野、吉田、吉原であるこ

とが記録写真によって確認できる。 

9 月  

「新版画
ママ

集第一回展覧会規定」（ガリ版摺り、3 枚）。「（Ａ）」の項目に「二、統制上新版画集

團ノ趣旨ニ基キ展覽會委員ヲ／設ク.／三、委員左ノ如シ／藤牧義夫、武藤六郎、小野忠重、

関谷忠雄／柴秀夫、吉田正三、吉原正道.」とあり、藤牧が 7 人の「展覽會委員」の最初に

名を挙げられている。 

この「規定」に相前後して、『SHS ニュース』第 4 号発行（ガリ版摺り、5 枚）。同号の「常任

委員選任に就て」によれば、「常任委員」として「江端芳市、藤牧義夫、武藤六郎、新田穣、

小野忠重、大久保一、関谷忠雄、柴秀夫、吉田正三、吉原正道」の 10 人の名が挙げられて

いる。同号の「作品成績表（八月未迄）」によれば、「雜誌（自№1 至№4）」のほかに「廻覧

誌（1、2 号）」が存在したことが判明する。藤牧は前者、すなわち『新版画』にその時点で

「4 枚」発表しているが、後者の欄は空欄になっている。なお、この「廻覧誌」の存在は確

認されていない。また、同号の「集團費入金一覧（九月十四日現在）」によって、藤牧が、

10 月分まで前納していることが分かる。廻覧誌については武藤六郎が地方からの参加者が

多く「仲々東京に戻って来ない」のために機関誌を出版することになったと回想している

（「新版画集団の想い出」『武藤六郎 版画集』自費出版、1991 年） 

＊ 廻覧誌のための「廻覧順」と記された文書が存在するが、そこには藤牧の住所・氏名は記されていな

い。 

月未から翌月にかけての頃に号数のない『SHS ニュース』（ガリ版摺り、9 枚）発行。同ニュ

ースに末多東城「新版画〝3〟を見る」掲載。「……（3）都会風景 ガツシリした刀法強い

ものがある、空の／波のやうの表現はかなりうるさいものである。……」また、村五順「『新

版画』第四号批評」も同ニュースに掲載。「……「御徒町駅」夜の気分を出すのに線をこん

なに眞直に引き／然も黒と白の対立の為、非常に堅い感じのしてゐるのは失敗だ。／すべ

て気分が出てゐぬ.……」 

10 月 10 日  

『新版画』第 5 号「展覽會開催記念号」発行。40 部。目次に「1. 彼等の集り 藤
ママ

巻義夫」

と記載。《彼等の集り》を収録。奥付はなく、目次に「昭和七年十月十日発行 新版画集團」

と記載。 
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10 月 15 日～20 日  

第 1 回新版画集団展（於・銀座 4 丁目川島商店楼上）《朝》、《あをば》を出品。《朝》はア

ドバルーンの飛ぶ図。ほか目録《墓（朝）》、《墓（夕）》、《都會風景》、《冬》。チラシ、ポス

ターもデザインする。目録に「藤牧義夫／墓（朝）／墓（夕）／靑葉／都會風景／冬／朝」

と記載。このチラシは、看板の一部に使用され、会場の入口に置かれた。小野忠重版画館

には、このときのポスターが二枚残されている。そのうちの一枚には画鋲で四隅と「歯車」

の絵柄の中央部分と留めていた痕が確認できる。 

10 月 18 日夜  

川島商店の展覧会会場で「新版畫集團第一回展覽會合評」の会が開かれる。出席者は、水

船、武藤（六）、柴、吉田、吉原、佐伯、藤牧、鈴木、小野、関谷の 10 名。 

「★藤牧義夫氏作品／藤牧 
ﾏﾏ

「暮」と「靑葉」を問題にして貰ひたいんですが／柴 感覺的

な作品ですね。「墓」の（夕）が特に勝／れてゐると思ひます、月などかなり象徴的な扱／

ひをしてゐますが、靑冴えた月光の感じが、泋／み通つてくるやうな氣がして。それに墓

石の線／が實によくこなれてゐますね。／小野 無地の處は澄生ばりのカナ
、 、

で文字を入れる

つも／りだつたといふから効果は字によつて現れるの／ぢやないか。／柴 僕はまた、あの

無地のところは寓意的に取扱つ／たのかと思つた。／吉原 黑のまゝがいいやうだけど／鈴

木 舞臺裝置と言つた感じですね。下繪に捉はれな／い刀の扱ひなどうまい。複製的な感じ

がない。／水船 支那の石刷りの書畫を見た感じがします。／武藤 「墓」（夕）が一番深刻

だ。凡そ藝術的な感じ／がする。映畫のモンタージュにありそうな。／藤
ママ

巻氏は白と黑の

分量を實にうまく生かすね。／墨の分量で總てが生きてゐる。「墓」を別とし／ては「朝」

が好きだ。／水船 「靑葉」一寸面白いではないですか。／柴 一寸モノグラムのやうな感

じがしますが、色や／畫面の構成が、よく洗練されていますね。／吉原 「朝」なんか更に

いい。／柴 氣球の上昇してゐるところなど朝の感じがよく／でてる。／吉田 「都會風景」

などもすばらしい構圖ですね。／佐伯 みんないいです。 ／水船 「墓」二つが一番好きで

す。／吉田 「冬」は何だか受取れない感じがする。」（文未に「（關谷記）」とある。『新版画』第 6

号「国立公園特輯号」（p.33）。 

＊ 藤牧作品について、多くの集団員が、共感をもって論じている。《墓（夕）》の左端の貼り付けられた

「無地」の部分に文字を入れる構想があったことを小野が伝えている。「下繪に捉はれない刀の扱ひ」

にすでに鈴木が注目していることも見逃せない。 

この合評会で藤牧が他の作品についてのコメントをする。 

 

10 月  

「『新版画』六號課題變更ニ就テ」（ガリ版摺り、2 枚）。「「現代世相断面号」ハ事情ニ依リ延

期シマシタ。既ニ準／備シタ人ニハ気ノ毐デスガ、至急次ノ要領ニヨリテ制作／サレタイ。

／「国立公園特輯号」二百枚……」。「東日末ノ部 制作責任者」を各自に割り当てあい、藤

牧は「日末アルプス」を江端、吉原と担当している。 
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＊ 小野が《自白する殺人者》を『新版画』第 6 号に発表しているのは、当初の「現代世相断面号」とい

う主題を反映している。また、藤牧の同号の《やま・やま》が、藤牧はおそらく訪れたことはないと

思われる日末アルプスをモチーフにしていることが判明する。 

10 月 22 日～23 日  

浮世繪・創作版画展（於・小梅小学校）に出品。目録に「三二 都會風景」と記載。 

11 月 15 日  

『新版画』第 6 号「国立公園特輯号」発行。200 部。目次に「やま・やま（版畫） 藤牧義

夫 16」と記載。《やま・やま》を収録。39 ページに「新版畫叢書」の予告が再掲載。文面

同じ。「＜版畫（木版）の利用に就いて＞」は不掲載。同ページに奥付：「新版畫（６）／

昭和七年十一月十日印刷／昭和七年十一月十亓日發行／東京澁谷・千駄ケ谷三丁目・亓四

九／編輯者 關谷忠雄／東京・末所・小梅一ノ七／發行者 小野忠重／靜岡・安西・一ノ六

四／印刷者 安田賴太郎／東京・末所・小梅一ノ七／發行所 新版畫集團／頒價三十錢」。 

同号に小野の「第一回新版畫集團展覽會批判」が掲載される。藤牧についてはその冒頭に

論じられている。「藤牧義夫が因果物語を版畫にする希望をかねて聞いて／ゐたが、私は期

待しつゝより多く不安を感じてゐた。／要するに因果物語は極く安價な生命觀に過ぎない

から／だ。／藤牧の墓、連作はこの安つぽい粉末から出發して出發／點を忘れてしまつた

成功である。／彼の作品の持つ詩には幼な兒らしいおびえがある。／詭辨好きなフロイド

主義者なら容易に解決してしま／ひそうな多くの材料を持つてゐる。しかし彼の作品は／

もつと複雜してゐる。時に空想的であり時に虚無的で／あり、時に厭世的な唇をゆがめて

どう見ても愉快とし／か思へない笑聲をする。「冬」の公園の皮膚はざらざ／らに荒れてし

まつてゐる。「朝」のヴァルンは春の空／に浮んではゐない。冴えた空に彷徨する魂。時に

ブロ／ツケン現象でも起りそうな氣がする。しかし分けても／墓がよい。幼な兒のおびえ

は時に朝の空氣を吸ふひき／がへるの魂であり、時に犬の様に月に向つて不吉な咆／哮を

つゞける。流れてゐる光の表現は憎い程成功して／居り特に「夕」がよい、墓は一つ一つ

皆語つてゐる。」（p.36）。 

12 月 6 日～20 日  

巴里・東京新興美術展（於・東京府美術館）に出品。目録に「藤牧義夫／一三九 ごみ （版畫）」

と記載。 

＊ 忚募作品中、唯一の版画作品。 

 

1933（昭和 8）年 22 歳 

1 月 1 日  

『新版画』第 7 号「特輯＝演劇と映画＝」発行。200 部。目次に「しねま 藤牧義夫 18」

と記載。《しねま》を収録。36 ページの「雜記」に「○藤牧義夫、巴里東京新興美術展に出

品した。」の記事。また、この「雜記」によって、前年未に「○公開版畫研究會は、柴秀夫、

淸水老人の好意によ／り、多大な作品が陳列され、棟方志
ママ

巧、美術新論／寫眞班等の來訪
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あり、よき一夕を持ち得た。」「○武田由平の盡力により、〔大分県の〕中津中學校に於て、新

版／畫展が開催された。全部第一回展出品作品であり／入場者千亓百名、なかなかの盛會

であつた。」ことが判明する。同ページに奥付：「新版畫（7） 定價三十錢／昭和七年十二

月十亓日印刷／昭和八年一月一日發行／東京市澁谷區千駄ケ谷三丁目亓四九／編輯者 關

谷忠雄／東京市末所區小梅一ノ七／發行者 小野忠重／東京市小石川區丸山町一一／印刷

者 有澤宅次／東京市末所區小梅一ノ七／發行所 新版畫集團」。 

1 月 15 日  

新年集会を行う。「平塚運一、前田政雄、二氏／の好意により賀状百四十枚の研究会、第六、

七号の合評会を兼ねた。」（『SHS ニュース』第 13 号による）。「新版畫集團では平塚運一、前田

政雄両氏の好意に／より集團へあてられた賀状と共に充分選んで百三十／二點を中心に研

究會を開いた。……永五東四郎の覗き眼鏡、童土社の掌／林檎の象徴的な考察、長谷川勝

三郎のアパートの／扉、武藤完一奥山儀八のスケツチ等よい思ひつきで／あるが賀状とし

ての構成にいづれも幾分欠けたとこ／ろを持つてゐる、その點大久保一、武藤六郎の人物

／水船六洲の因果經風な塔、笠松一夫、藤牧義夫、柴／秀夫の近代的建造物の美學は我々

に保存慾を
ママ

通切に／そそらせる好個の賀状である。しかしながらおそら／くこのグループ

の仕事が今後賀状製作に際し我々若／い版畫家に期待されるのではあるまいか。（一九三

三年一月）」（新版畫人「昭和八年版畫賀状瞥見」『新版画 Leaflet』№1）。 

1 月 16 日  

「集団費入金一覧（八年一月十六日現在）」（ガリ版摺り、1 枚）によれば、藤牧は 2 月分まで

納めている。 

1 月 28 日  

松下義雄編『新版画集團 賀状集』発行。20 点のうちに藤牧作品も含まれる。 

1 月未  

呉市新聞社にて賀状展開催。水船六洲を代表として参加。藤牧作品が含まれていた可能性

がある（『SHS ニュース』第 14 号による）。 

2 月頃  

『SHS ニュース』第 13 号発行（ガリ版摺り、5 枚）。同ニュースの「第二回展の特殊性並製作

方針」の「四、「会場の特殊性」」の項目に「C. 従来の経験よりして、上品／な飾り方はむ

しろ損であること.」が確認され、「六、「新版画リーフレット」発行」が明文化される。 

2 月未  

「新版画集團第二回展の旗は進む／会期はもはや十指を残すのとなった.／集団旗製作を武

藤六郎、ポスターを／藤牧義夫、水船六洲、リーフレットの編輯を／関谷忠雄、その他全

員宠傳活動を／行ひ、版画一般並に新版画集団に対／しての意見を求めた回答は續々と集

／り、中央部の集會は、十日つヾいて十八日／と持たれて、愈々準備は白熱化している」

（『SHS ニュース』第 14 号による）。 

2 月 28 日  
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第 2 回新版画集団展会場設置。 

「午後二時武藤小野により／作品運搬. 途中豫て病気との報によ／り柴を訪ねたが足の腫

物の為め外出／不可能. 会場には吉田、清水、佐伯、つ／ヾいて藤牧、松下、水船来り、都

合八人／にて会場設備を開始. 午後十二時烈／しい疲労を得て終る. 作品朩着／新田穣外

亓点」（『SHS ニュース』第 17 号による）。 

3 月  

玄黄社の旅行で大島を訪れる。《島のぢいさん》はこの旅行に取材したものである。 

3 月 1 日～6 日  

第 2 回新版画集団展（於・神田三省堂画廊）に《うみ》、《ひゞき》を出品。ほか目録に《ごみ》、

《あさ No.2》、《墓（ゆき）》、《ゆ》。（第 2 回新版画集團展ポスター（アドバルーンとメガホ

ンを持つ男））を制作。午前 9 時から午後 8 時まで開場。目録に「藤牧義夫／4 ごみ／5 あ

さ №2／6 墓（ゆき）／7 うみ／8 ゆ／9 ひゞき／10 ポスター」と記載。 

3 月 1 日  

「曇り 午前中より入場者／絶へず、學生 80％。リーフレット出来／小川龍彦、下山木鉢郎。

長谷川勝三郎／主婦の友社等より来場. 最初の賣約／作品は江端、武藤（六）二君のもの ○

水船／（○印当日責任者）佐伯、武藤、小野、藤／牧、関谷、松下出席」（『SHS ニュース』

第 17 号、「（展覽會日誌より）」による）。 

3 月 1 日  

『新版画』第 8 号「第二回展覽會記念號」発行。40 部。藤牧作品は収録されず。奥付はな

く、目次に「昭和八年三月一日発行 新版画集團」と記載。 

3 月 1 日  

「新版画リーフレット」No.1 発行。《都會》(A)、(B)、(C)、(D)、《庭》を機械刷で挿図に

用いる。短文「版畫・版畫」を発表する。12 ページに奥付：「昭和八年三月一日發行・編輯

人 關谷忠雄・發行人 小野忠重・發行所 東京市末所區小梅一ノ七 新版畫集團 【一部金亓

錢】」。『新版画』第 4 号に掲載されていた「＜版畫（木版）の利用に就いて＞」を「◇版畫

の利用に就いて◇」として一部訂正して再び掲載。10 ページに集団員の集合写真を掲載。

前列右より小野、吉田、藤牧、中列右より水船、佐伯、柴、後列右より清水、関谷、武藤

（六）、松下。 

同号の「版畫寸言」では料治朝鳴が藤牧と小野に言及している。「◎料治朝鳴／……／二、

集團の人々の眞摯な態度に敬服します。私も小／雜誌を出してゐて、同一苦勞してゐるの

でよくわ／かります。「新版畫」では藤牧氏の新味、小野氏／の力強さ、この二人に期待し

てをります。」（3 ページ）。 

3 月 2 日  

「文房堂、信畫堂外喫茶店／等亓六店へリーフレット依頼. 美術関／係者へ目録と共に発送

百部 版画荘／杉江重英、大橋圖書館、各大學新聞部／等より来場。佐伯、関谷、松下、武

藤、水／船、藤牧、小野出席 朩着作品大分／揃ふ」（「SHS ニュース」第 17 号「展覧會日誌より」）。 
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3 月 3 日  

「そろそろ佳境に入り賣約多／く入場者依然として千亓百乃至二千人／山岸主計、相田直

彦外数氏来場. ／○吉田、武藤、小野、清水、関谷、鈴木、水船／藤牧、松下出席」（同上）。 

3 月 4 日  

「相変らずの曇り 三省堂／の撒きビラの結果入場者賣約者／激増 旫正秀、平川清蔵外諸

研／究所よりの来場者増加. ○武藤／吉原、小野、藤牧出席」（同上）。 

3 月 5 日  

「三階集会場で、公開／批判會. 出席二十人. 皆熱心に／批判し合ふ. 小野と深水正策と／

相当議論あり. 紅茶をすヽつて／散会. 会場の写眞をとる. ／藤森靜雄、野村俊彦、奥山儀

八／みづゑ社、深水正策、畦地梅太郎／外数氏来場. ／○藤牧外柴、蓬田をのぞいて全員／

出席. 第四次リーフレット目録／発送. 全部で亓百部外満洲、四／國九州を加へて千部発

送」（同上）。この時の発言は「集團第二回展合評会記録」として、『SHS ニュース』第 21

号、第 1 面に掲載される。 

＊ 「○印」が付されていることから、この日、藤牧は「責任者」であったことがわかる。なお、この公

開批判会は午後 3 時から開催されたことが、同会の案内状によって判明する。 

3 月 6 日  

「新田作品着. 来場者／料治朝鳴、平塚運一、森口多里、／宮尾しげを、アトリヱ社、日末

版外／国雑誌編輯部、新五泉男氏／は当方の組織を聞き紹介を約し／朝日新聞美術年鑑編

纂係□〔一字不明〕／岩澤国夫氏は当方の組織並び名／簿を求めて帰る／外新美術研究社 新

写实派／同人今□〔一字不明〕憲一氏は批評紹介を／約し、新美術團體聯盟への参／加を勸

誘して帰る. その他み／づ
ママ

え社より作品
ママ

照会する故作品／送れとの来信あり. 最終の収穫

多／大. 全員の緊張.を要す. ○小野、外／昨日に同じ. 午後十一時会場取／片づけ. 吉田、

松下、小野により／事務所へ運搬.／柴、蓬田の二君はついに欠席. 止むを／得ず後日作品

を見せることにする.」（同上）。 

3 月 15 日  

「集團費入金一覧（八年三月十亓日）」（ガリ版摺り、1 枚、小野忠重版画館蔵）によれば、藤牧

は 2 月分まで納めた状態に留まっている。この表には第 2 回新版画集団展での出品点数と

売上金額が確認できる別表が付されている。藤牧は「7」点出品し〔目録の「あさ №2」は

「あさ 二点」とペンで修正されている。この修正に従えば、藤牧の出品点数は全部で 7 点

となる〕、「作品売上高」は「110」となっている。これは 1 円 10 銭を意味する。因みに、

江端「900」、小野「700」、武藤（六）「670」、水船「510」、松下「500」、杉末義夫「400」、

武藤（完）「200」、吉田「190」、大久保「150」が、藤牧よりも上位にいる。集団内部での

評価や平塚運一、料治朝鳴らの外部からの評価にもかかわらず、藤牧作品は、あまり売れ

なかったことがわかる。 

3 月 17 日  

《城沼の冬》（東京都現代美術館蔵）を摺る。 
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《城沼の冬》（東京都現代美術館蔵）にペン、朱筆で書込み：「城沼の冬 藤牧義夫」「ヨシ

ヲ」。台紙に鉛筆で書込み：「2593、3、17」 

藤牧の母の生家に残された《雪ノ城沼》（個人蔵）にペンで書込み：「雪ノ城沼 藤牧生」 

《城沼の冬》（館林美術館所蔵）にペン、朱筆で書込み：「城沼の冬 藤牧義夫」「ヨシヲ」 

3 月未  

谷口薫美を責任者として徳島県内での四国巡回展が開催される予定。また、4 月中に武田由

平を責任者として中津市と大分市で九州巡回展覽會が開催される予定。ともに「作品発送

済み」と記されている（『SHS ニュース』第 18 号による）。 

＊ 四国展、九州展の出品作品は第 1・2 回新版画集団展の出品作から選抜したものと思われる。 

4 月 1 日  

平塚運一「新
ママ

派畫集團第二回展評」『アトリヱ』第 10 巻第 4 号に掲載〔目次では「新版畫集團

展」〕。「……藤牧義夫君の印象にある好きなものでは「海」「ゴミ」「墓」等で大變良かつた。

……」。 

4 月 2 日～3 日  

旧満州の奉天での第 2 回新版画集団展の巡回展（於・八幡町図書館）に出品。午前 10 時から

午後 4 時まで開場。ポスターは、藤牧がデザインしたものに基づき、大久保一が新たに制

作した。藤牧の影響の強さを窺わせる。 

4 月 9 日〔推定〕  

奉天巡回展の展評で藤牧作品に対する好意的な批評。「△藤牧義夫氏作品／氏のブラツク

アンドホワイトの鑿／の冴ゑは素晴らしいものだ『ひゞ／き』に於ける、亓月空を想はせ

る／あの空のスペースの良さは、都會／の躍動するリズムを生かしてひゞき／が流れて來

る様だ、この外に氏／の良き作品に『墓（夕）』がある、あの月の手法は良い、月の獨特な

／彫りの鋭さは、全畫面を引締めて／寒む寒む〔原文ではこの二字に反復記号が用いられ

ている〕と迫つて來る、が然し映／畫の一齣と云ふ感を抱かしめると／云ふ事は、どう云

ふものだろうか／……」（兪錫澹「―新版畫集團―版畫展覽會を見る（二）」『奉天毎日』1933 年 4 月 9

日〔推定〕）。 

＊ 『奉天毎日』4 月 2 日の記事によれば、出品点数は「總数七十餘點」であり、目録で 101 点を数える

第 2 回新版画集団展出品作がそのまま巡回したのではないことが窺がわれる。批評子の「兪錫澹」な

る人物は不明。4 回に亘って丁寧な批評を書いたこと、その「（三）」で小野作品に触れて「氏の作品

は好きで、何時も面白く／見てゐるが、……」と書いていることから新版画集団とのある程度以上の

関わりが推測される。 

4 月 16 日  

「（研究會並に集會）四月十六日夜清水宅に於て／第二回クロツキー研究並に各自持寄りの

作品批／判会を行ひ、その後別記如き当面の重要問／題を協議した。」（『SHS ニュース』第 20

号）。 

＊ 第 1 回クロッキー研究がいつであるか、藤牧が参加したかどうか不明。 
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4 月  

「（雜誌）餘分に残った作品を整理し、十部作り／作者に交換せり 小野、江端、藤牧、水

船、佐伯／新田、武藤、菊池（小野担当）」（『SHS ニュース』第 20 号）。 

5 月 7 日  

「（屋外研究會）亓月七日（日曜）正午末多冬城方／へ集合. 南千住方面へ出掛ける。」（『SHS

ニュース』第 20 号）。藤牧が参加したか不明。 

5 月 21 日  

徳島での新版画展（於・徳島高等小学校）に出品。目録（ガリ版摺り、1 枚）に「藤牧義夫 3 あ

さ A／4 あさ B／5 うみ／6 ひヾき／7 冬」と記載。展覧会の責任者は谷口薫美。 

＊ 藤牧作品は「7 冬」を除いて第 2 回新版画集団展出品作であるとするなら、第 2 回展目録の「5 あさ 

№2」は 2 点であったという推定が裏づけられる。 

6 月 13 日  

『新版画』第 9 号「一週年紀年号」発行。200 部。目次に「島のぢいさん 藤牧義夫 26」

と記載。《島のぢいさん》を収録。また、小野による「鐵―版畫編輯試作」に小品 7 点を寄

せる。後書きによれば、「この號は創刊號を出した六月にあたる／ので一週年號とした、每

號出してゐる江／端芳市谷口薫美が缺けてゐるが、全員顏／をそろへるつもりで編輯され

た、この號／の編輯責任者は、藤牧義夫、末多冬城、淸水正博、佐伯留守夫である。」また

「……展覽會は神田三省堂の第二回展以後滿／洲各地で行ひ同時に九州で二ヶ所、四國／

で現在まで二ヶ所、愛知縣で一ヶ所開催／された。十月には上野松坂屋で第三回展／を行

ふが六月中旪には岐阜市實科高等女／學校で新聞社後援の下に開催する。／……」とある

ように盛んに巡回展を組織していることが判る。奥付：「昭和八年六月十日印刷 昭和八年

六月十三日發行／編輯者 關谷忠雄 發行者 小野忠重 印刷者 有澤宅次／發行所 東京市末

所區小梅一ノ七 新版畫集團」。この号から季刊となる。 

6 月  

「･…第九號作品評･…」（ガリ版摺り、1 枚）発行。「作品批評会出席者の意見、遂に外部か

らの批判等を考慮して調査報告的な意を／多分に含めて書く。これに関して外部からの来

信、平塚運一、深水
ママ

正策、谷中／安規、棟方志
ママ

巧、川西英、川上澄生。……○藤牧義夫「島

のぢいさん」彼氏勿論風景の方が、心易いらしいが、こんな人物が土地の質／を感じさせ

る. 色の扱いが第二義的に與へられてゐないのは正しい.」 

7 月 16 日  

はがきを料治朝鳴宛に発信。表書：「淀橋区下落合／一ノ三七／料治朝鳴様／浅草神吉町十

一／東屋方藤牧義夫」。消印：「下谷／〔判読不能〕／７.１６／〔判読不能〕」。図柄：まくら橋

〔《まくら橋》〔『新版画』第 14 号貼込〕と同じ版による墨の単色摺り〕。文面：「夜なぞお尋ね致し

／まして大変失礼致し／ました 色々面白き／お話や拜見させて／いたゞきました事を／

厚く御礼申し上げ／ます．今後共又／お邪魔させていたゞ／度ふ存じます／貴重な一点頂

戴／致しました事も悦／しく併せて御礼／のみ先は申し／上げます 簡單乍ら／料治様 藤
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生 早々」。〔「郵便はかき」と上部に書き込んだ手製葉書〕。町田市立国際版画美術館（料治朝鳴旧蔵）。 

＊ 料治は、3 月 6 日に第 2 回新版画展の会場を平塚運一と訪れている。藤牧が「一点頂戴」したものが

どのような作品かは不明。 

7 月 19 日～21 日  

岐阜での東京新版画集団展（於・丸物百貨店）に出品。目録に（印刷物、1 枚）「藤牧義
ママ

雄／42 墓

（夜）／43 墓（朝）／44 墓（雪）／45 都會風景／46 山／47 ひゞき／48 彼等の集り／

49 あさ（朝會）／50 うみ／51 ふゆ」と記載。 

「……／◎藤牧
ママ

義君の諸作は諸想の白と／黑で單
ママ

初表現に成功せるものフ／ランス、マ
ママ

ヤ

リールの木版を想／はせる／……」（早川國彦「新版畫集團展感想」『岐阜日々新聞』7 月 21 日）。「「藤

牧義
ママ

雄氏」は特異なものを／持つてゐる、この技法の隣には稚／拙が控へてゐるのだから

これが氏／の意識的な技法となる迄には相當／の努力があつたにちがいない、現／代の形

態的構造的な單位であるガ／ラス、鋼鐵、コンクリート等の物／質が觀念的基礎として氏

の技法の／うちへ摘出されてゐるのを見る集／團展出品作品の墓の組織的制作は／異常心

理的な常識があつたが末／年度の「うみ」「ひゞき」等にあつて／は高度な心理性を語つて

ゐる「う／み」に於て波の動きを機械の動き／にまで還元してゐる然しモノポリ／イ性を

持つた技法はともすると内／容の貧困を導きやすい唯氏に警告／したいのはこの一事であ

る」（Ｘ生「版畫展批評」〔後半〕『岐阜日報』7 月 21 日）。 

8 月 19 日～30 日  

第 5 回童土社創作版画展（於・静岡市松坂屋百貨店）に出品。目録（印刷物、1 枚）に「藤牧義夫 

都会風景 A 、亓〇／同 B 、亓〇」と記載。 

「（3）静岡市版画団体
ママ

竜土社より展覧会出品勧誘／あり. 當部にある新作は藤牧小野のみな

ので以／上四点送る. ／個人としては武藤（完）、佐藤〔米次郎〕.」（『SHS ニュース』第 27 号）。 

8 月 25 日 小野、清水とともに五の頭公園にスケッチ旅行。藤牧は二度小野、清水を撮影

し、自らも二度被写体となる（『記録 2』）。 

8 月 28 日  

久野尉太郎宛 絵入り葉書を発信（藤牧制作広告用絵葉書）。表書：「熊末市新屋敶町水道

端二八七／久野尉太郎様／発信人欄 東京市浅草区神吉町十一東屋方 藤牧義夫」。末文：

「拜啓八月も早や未／になりましたれどなか〱／お暑い事で御座います／過日はいつも乍

らの御ゆ／かしき御歌に御世話様／になりました当時と変り／ませぬ思ひ出が浮ばれ其／

現代への御感想は深く無学／の自己にも胸打たるゝ処御座／いました、厚く御拜謝仕／り

居ります、この絵ハガキは／友人の広告用に作りました物／で御座います、御笑覧まで／

先は残暑皆々様にも御身／御大切に乱筆■■御免下さい」。 

8 月未 「集団費入金一覧（八年八月未現在）」（ガリ版摺り、1 枚）によれば、藤牧は、9 月分

まで納めている。 

夏頃 玄黄社を辞めたものと推定される。 

9 月 1 日  



 20 

『綜合美術研究 5』（綜合美術研究所）に「木版畫實習〔都會風景〕」を発表。 

図版には、《橋梁》、《広告風船》、《工場のある風景》、《新議事堂の裏景》が掲載され、それ

ぞれ「第一圖 橋梁 藤牧義夫先生作」「第二圖 廣告風船 藤牧義夫先生作」「第三圖 工場の

ある風景 藤牧義夫先生作」「第四圖 新議事堂の裏景 藤牧義夫先生作」というネームが付

されている。 

9 月 3 日～10 日  

第 3 回日末版画協会展（於・日末美術協会）に《鐵》、《空地》を出品。目録に「藤牧義夫（東

京）／七二 空地 三、〇〇／七三 鐵 三、〇〇」と記載。 

9 月 8 日  

版画協会展批判会を開催（『SHS ニュース』第 28 号による）。藤牧が参加したかどうか不明。 

9 月 17 日 

丸の内方面スケッチ会を開催（『SHS ニュース』第 28 号による）。藤牧が参加したかどうか不明。 

10 月 1 日  

『新版画』第 10 号「第三回展覽會開催記念號」発行。100 部。目次ページに「12 ある一

頁 藤牧義夫／13 鐵の橋 藤牧義夫」と記載。《ある一頁》と《鐵の橋》を収録。奥付ペー

ジ：「昭和八年九月二十亓日印刷／昭和八年十月一日 發行／編輯者 藤牧義夫／東京 淺草 

神吉町十一 東屋内／發行所 新版畫集團／東京 末所 小梅一ノ七／諸兄に送る／犠牲的出

版／→ 定價 30 錢／・新版画 第十一號・／昭和九年一月一日發行 乞御期待」。 

＊ 藤牧がはじめて一人で『新版画』の編集を任されることになった。ひとりだけ 2 点を寄稿。レイアウ

トにも藤牧のデザインの発想が垣間見える。 

10 月 6 日  

上京した尼崎在住の大久保一を迎えてメンバーが集まる（『SHS ニュース』第 27 号による）。藤

牧が参加したかどうか不明。 

10 月 6 日  

『新版画』第 10 号批判会を開催（『SHS ニュース』第 28 号による）。藤牧が参加したかどうか

不明。 

10 月 13 日  

大分の集団同人、武藤完一へ至急葉書を出す。《給油所》帝展入選の報に、『創作版画集』

掲載作の変更を決め、《夜更けの給油所》の返送を求める。表書：「大分市濱町 武藤完一

先生 至急 東京都浅草神吉町十一東屋方 藤牧義夫」。末文面：「早速御祝辞を誠に有難

う存／じました。厚く御礼申し上げます／遇
ママ

然の入選で何かの間違ひでは無いかと／思つ

て居ります 取急ぎ先は御礼のみ、／それから甚だ申し兼ねますが。／過日お送りしまし

た「夜更けの給油所」／は勝手乍ら版画集に採用お取止め下さる／様お願ひ申します。別

の版画を別送仕り／ます、先は併せて取急ぎ御礼を兼ねお／願ひまで 早々 「夜更けの

給油所」、御返送願／へますれば幸甚に存じます。送料急送仕ります」。 
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10 月 16 日～11 月 20 日  

《給油所》を第 14 回帝展（於・東京府美術館）に出品。目録に「藤牧義夫 98 給油所」と記

載。 

10 月 20 日  

武藤完一へ葉書を出す。《夜更けの給油所》が無事返送され、《給油所》を新たに摺って送

ることを報告する。表書：「大分県／大分市濱町／武藤完一先生／至急／浅草区神吉町十一

／東屋方／藤牧義夫／8.10.20」。末文面：「我まゝを早速おきゝとゞけ下さいまして只今／

御返送下さいました版画確かに落手仕／りました 御多忙中を誠に相済みませ／ず、幾重

にもおわび申し上げます、尚前／信で申し上げましたが四六倍版
ママ

の写眞とは／四六倍版
ママ

の

末の事の由に御座いまして矢張り／大きさは四寸の尐
ママ

サナモノ三寸位のものゝ様にキヽ判

明しました／それから焼付けの絵葉書が二三日中に到着／の余予定で御座いますがもしこ

れが御利用願／へますので御座いますれば直に御送り／申し上げます 尚赤色何とか致し

まして原画を／刷りお送り仕り度う存じ居ります 右御報まで 早々」。 

10 月下旪  

館林に帰郷し、友人たちが祝賀会を開く。藤牧は記念品として《給油所》の写真と《達磨》

を、友人、親戚に配る。《達磨》たとうに書込み：「達摩
ママ

 藤牧義夫（ゴム印）」「弐拾部限

定版之内」 

この時、酒をあまり嗜まず無口であった藤牧は、その会のあいだ終始笑みを湛えて恥ずか

しそうにしていたという。＜進藤完治氏談＞ 

10 月下旪  

ポートレートを撮影し、館林の友人に贈る。この頃までに銀座の 4 丁目にあった谷口春郷

の経営する銀座スタヂオに勤め、画家の佐藤哲三と交流のあった長谷川正巳を知る。ポー

トレート裏に書込み：「昭和八年十月 下旪」。 

11 月 23 日～26 日  

第 3 回新版画集団展（於・東京堂画廊）に出品。午前 9 時から午後 8 時まで。目録（印刷物、1

枚）に「藤牧義夫／5 都會風景Ａ／6 仝 Ｂ／7 仝 Ｃ／8 仝 Ｄ／9 仝 Ｅ／10 仝 Ｆ」と

記載。都會風景 B は《都會風景》（大判）と思われる。 

11 月 23 日  

『新版画 Leaflet』№2 発行。挿図に藤牧作品 1 点《都會（その二）》収録。この図は、『新

版画』第 9 号刷込の「鐵―版画編輯試作」に寄せたカットの一つと同じものである。12 ペ

ージに奥付：「昭和八年十一月二十三日發行・編輯人 鈴木健夫・發行人 新版畫集團 末所

區小梅一ノ七 【一部金二錢】」。「……茲では最後に、あらゆる點で版畫の基礎とも／言ふ

べき
ブラツク アンド ホワイト

「黑と白」 が、もつと研究されてもよい／のではないか？と言ひたい。「黑と白」の

作品の中／で、旫、永瀬、藤牧、等の諸氏の作は各自の
イニシヤチブ

創意 ／と表現形式とが融合してゐ

る優れた作であると思つ／た。……」（鈴木健夫「日末版画協會展雜感」）。 
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12 月 5 日  

『浮世繪藝術』第 2 巻第 11 号発行。料治朝鳴「新版畫の歩む途」掲載。「……挿繪、藤牧

義夫氏作「顏」を見ると、殆んど直接に動く刀痕の調和によつてつくられた顏であるが、

實に柔らかい老人の顏の感じを掴んでゐる。優美な曲線ばかりが、柔らかさを表現するも

のでないといふことを、新しい版畫はいろんな場合に語つてゐる。／彫りが素朴であると

共に摺りも素朴である。又、色版を要する場合の版も、思ひきつて素朴な表現をする。藤

牧氏の「顏」に於ける場合の如く、一
ママ

沫、顏の中央に岱赭をかけて、顏にあたつた光りを

つかんで、この繪に、これ以上の色を入れる餘地を感ぜしめない。」（312 ページ）。図版には

《島のぢいさん》が掲載され、「顏 藤牧義夫氏作」というネームが付されている。 

＊ ここでいう「新版畫」は、新版画集団を指すのではなく、「新しい創作版画」一般を意味している。 

12 月 25 日  

帝展図録「第 2 部絵画（西洋画）」に給油所掲載。 

12 月 25 日  

『新版画』第 11 号「風俗鳥瞰號」発行。200 部。目次に「銀行について 藤牧義夫 8」と

記載。《銀行について》を収録。裏表紙のカットの作者は目次に明示されていないが藤牧の

可能性がある。対向ページに印刷テキスト：「銀行について   藤牧義夫  ８／彼である。

彼ぎりである。判斷し且つ突如として決斷するのは／他のものが何も見ないところに彼だ

けがみとめる／冷たい計算も持つが燃える夢を待つ。／さうして危險の時期が彼には燦爛

として輝いて見える。〔一行あき〕時々そのノオトの展開する頁を離れ／額を硝子に當てゝ

彼がたのしみ見るのは／かなた夕暮の中に立ち／相競ふ商號を天五に聳かす他の家々であ

る。〔一行あき〕上から下までその百の窓は光り輝き／その光を彼の家に注ぎ彼に投げつけ

／窓ガラスの後に彼は又見るのである／彼を敵視して恐らく彼を打ち倒すかも知れない人

物の歩くのを（ヴエルハーラン・新しい都・より）」。奥付（40 ページ）「昭和八年十二月二

十日印刷／昭和八年十二月二十亓日 發行／編輯兼發行者 藤牧義夫 發行所 東京市末所區

小梅一ノ七 新版畫集團 定價四十錢」。第 3 回新版画集団展についての展評が掲載される。

「……今年帝展に「給油／所」を出した藤牧君の諸作も、異色ある存在である。／作者の

言は、これも他日に讓るとして、彼の作は、／「黑と白」の版畫の一つの特徴である所の、

物質を／極めて簡單な單位に還元して構成すると言ふことに／成功してゐると或人が言つ

てゐた。尚、彼の作品に／就て誰もが言ふことは、技法が統一されてゐること／である。

これも人づてに聞いた事だが、彼は、下繪／の通りに、おそるおそる〔この三字に反復記号が

用いられている〕刀を動かして行く如き手法と／は反對に、文字通り刀を驅使し、造型的な感

興をも／つて彫るのだと言ふ。始めのうちは、失敗を重ねる／ことを物ともせず、描くが

如くに彫ることを學んだ／と聞いてゐる。この態度は、彼の技功の統一と言ふ／ことゝ併

せ考へて吾々に何物かを教へてくれる。……」（「新版畫集團第三回展雜想」、38－39 ページ）。40

ページの「新版畫集團雜報」欄は、文体から推測するかぎり、全文が「編輯兼發行者」藤

牧のものとは思われないが、次の文章は、制作の様子を伝えて貴重である。「……／○これ
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らの作品はいづれも二百枚手摺りである、こ／れは費用を節約するために行ふことである

が今では／技術の試練となつた。どうすれば滿足な摺りを得ら／れるか、それに適應する

彫りはどうするか等々、そして遂には新しい版畫へ志す我々の精神的な試練に／さえなつ

た。耐へ雜
ママ

い二百枚の勞力、色刷にあつて／は千回もの苦痛。あるひは夜更けて疲勞に苦

しみな／がら、あるひは朝仕事に行く前の僅尐なる時間をバ／レンをとりあるひは肝油や

目藥を傍において彫り摺／り摺りつゞける。これが試練でなくて何だらうか。／しかしか

うした苦惱のうちから漸くかすかながらも／新しい版畫の道が開いて來たかのやうな氣が

する。／それは第三回展の經験であつた。／……」。 

＊ 藤牧作品に付されているエミール・ヴェルハーレンのテキストは藤牧自身が選んだものであるかは不

明。他の作品に付されているテキストの作者がＭ・ジャコブ、B・サンドラール、E・トラー、北川

冬彦、萩原朔太郎などと幅広く、選者の豊富な読書体験を予想させる。「編輯兼發行者」藤牧による

ものか、小野忠重か。あるいは、複数の選者か。あるいは各自に選定を任されていたのか。いずれか

判然としない。 

12 月  

「昭和八年十二月現在」と書かれた入金の一覧表（ガリ版摺り、1 枚）によれば 藤牧は 10 月

以降 12 月まで滞納している。 

 

1934（昭和 9）年 23 歳 

1 月 1 日  

（1934 年用年賀状（宝船））を版画家・畦地梅太郎に発信。表書：「澁谷区／田毎町三／菊

地運送店様方／畦地梅太郎様」。図柄面：「昭和九年元旦／賀新春／東京市浅草区／神吉町

十一東屋方／藤牧義夫」（版刻）。消印：「京橋／9／1.1.／前 0-8／〒」。図柄：洋上の宝船と

太陽。木版多色、太陽と帄と旗と船体の一部に黄色の手彩。13.8×9.0cm〔官製はがき〕。宇

都宮市美術館蔵（畦地梅太郎旧蔵）。 

1 月 1 日  

（1934 年用年賀状（宝船））を築比地仲助に発信。表書：「末郷区／菊坂町七十三／築比地

仲助様」。消印：「京橋／9／1.1.／前 0-8／〒」。図柄面：「昭和九年元旦／賀新春／藤牧義夫

／東京市浅草区／神吉町十一東屋方」（版刻）。図柄：洋上の宝船と太陽。木版多色〔2 版多

色〕、太陽と帄と旗と船体の一部に黄色の手彩。14.2×9.0cm〔官製はがき〕。館林市立資料館

蔵（築比地正司旧蔵）。 

＊ 築比地正司氏の証言によれば、この年賀状は、父仲助ではなく、正司に宛てたものだという（1998 年

10 月 25 日談）。 

正月 浅草神吉町の下宿を撮影する。「藤牧義夫撮影写真（自审）」（館林市立資料館蔵。ゼラチ

ン・シルヴァー・プリント）。裏にペンで書込：「昭和九年正月写／小生の部屋／藤牧生」。 

＊ 賀状の消印、写真の書込から、正月に帰郷することなく、東京にいたことが判明する。 
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1 月 3 日  

『みづゑ』第 347 号（1 月号）発行。《都會風景》（大判）がモノクロ図版で掲載される。「新

版画集団展の第三回展を観る。先づ感ずるのは、真面目さと版画に対する愛である。此処

の人には、商売気もなく、他人の顔色をうかゞつたり、他からの影響を懼れる如き風が微

塵もなく、自己のあるがまゝを偽らずに示してゐることが嬉しい。又それだけに各人各様、

实に多岐、多様な作品が並んでゐることも感じられる。簡単に主なる作家について批評を

試みてみよう。／藤牧義夫作品／「都会風景 A」は、気持はよく解るが絵が痩せてゐる。／

「都会風景 B」は、前景の建物がどれも一様であるネオンサイン等も。／小野忠重作品／小

野さん辺が一番、上手いんぢやないんですかね。「工場区の人々」は非常に良いと思つてゐ

る。「恢復期」は技巧が良くなつてきたことを感じさせる。とか目につきやすい線がこなれ

てゐる。子供を抱へてる手は尐しをかしい。「露地」は前二作に比べてずつと落ちる。デッ

サンが悪い。彫り方にもよるのだらうが、人物とバックが一しよなつてゐる。／一体に、

色彩が観念的、思索的であり過ぎる、むしろ熱で行つた方がいゝ、色彩が段々暗くなつて

行く気がするが、もつと明るくつても決して弱くはならないと思ふ。……」深澤索一「新

版画集団第三回展評」（p.80）。モノクロ図版 1 枚掲載。図版ネームは「都会風景 藤森
ママ

義

夫 ―新版画集団―」。 

1 月 5 日  

姉きく病没 

1 月 8 日〔推定〕  

はがきを清水正博に発信。表書：「下谷区／金杉上町九／清水正博様／車中にて／浅草神吉

町／十一東屋方／藤生」。消印：「□□／９／□.８／后２-４／〒」。裏に文面：「先日は失礼

しました／おい
ママ

ぞかしいのにいつも御面倒／のみお願い致しまして済みません／いつかお

邪魔出来る日の有る事を／考へてますがなかなか出来兼ねて／弱ってます. 賀状集、表紙、

作品／明日おとどけにあがります。／その節くわしい事定め度いと／思つて居ります 製末

／印刷等の事」。 

＊ 加藤弘子「＜資料紹介＞藤牧義夫関係資料－三岳画集・隅田川両岸画巻・清水正博氏宛書簡」（『東京

都美術館紀要 第 16 号』1992 年）に紹介されたはがき。文中の「賀状集、表紙、作品」を、翌月 5 日に

発行された『昭和 9 年 新版画集団 賀状集』に相当するもの、「表紙」は『昭和 9 年 新版画集団 

賀状集』表紙、「作品」は 1934 年用年賀状（爆撃機）にほかならないと推定し、判読不能の月日を 1

月 8 日と推定した。 

2 月 4 日  

清水正博方で賀状集の合評会（「新版画雜誌部ニュース」№3 による。資料提供：清水正博）。「雜誌

部」という名称の現在確認されている初出。「二月八日 清水方にて／賀状集の合評を行／

ふ。浮世絵藝術社主／楢崎氏来席あり非／常な盛會であった。」 

2 月 5 日  

『昭和 9 年 新版画集団 賀状集』を編集し、表紙を木版画でデザインする。50 部。目次
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に「藤牧義夫 3」「表紙……藤牧義夫」と記載。藤牧作品を収録。奥付：「賀状集 1934／定

價 50 錢／編輯者 藤牧義夫 淺草神吉十一（東屋内）／發行所 新版畫集團／末所 小梅 一

ノ七／昭和九年二月亓日發行／（亓十部自摺發行）」。 

2 月  

『浮世繪藝術』第 3 巻第 1 号発行。夏目三郎「新版画集団展評」（「十一・二十六」という

脱稿日が記されている）が掲載されるが、藤牧作品に言及なし（p.75）。 

3 月 7 日  

『浮世繪藝術』第 3 巻第 2 号発行。小野忠重「現代版畫の里程標―「サアカス」版書
ママ

荘發

售」に藤牧作品《小品（鉄）》〔ガード下のモチーフ〕（新版画第 9 号に載せた、小野による

「鐵―版畫編輯試作」に寄せたカットの内の一つ）が「藤牧義雄
ママ

作」というネームととも

に掲載される（p.47）。 

3 月 24 日  

「臨時小品展規定・雑誌編輯新方針」（ガリ版摺り、1 枚）。「雑誌部、藤牧、清水、堀」の存在

が明らかになる。「……作品は色摺／等を多くし、平均十点内外とし、一〇〇部発行、定價

も三十銭を不動とする. 存在／を明らかにする為め、表紙は一定の形に印刷の上、別紙に手

摺りしたものを張り込む、／中の臺紙は新鳥の子紙、末年度表紙の受持は、十二号、武藤、

十三号、吉田、十四号柴……」。 

＊ この方針はかならずしもすぐに实行されなかったようだ。第 14号の表紙を担当するのは柴ではなく、

藤牧であり、このときのレタリングが使用されるのは、以後、第 15・１７号のみである。なお、堀に

ついては、この印刷物に「新加入 堀一惠 豊島区日出町一－六七（雑誌部へ加入）」と記されている。 

3 月 25 日  

「組織調査ニュース」（ガリ版摺り、1 枚）に「……／（ヘ）武藤完一、藤牧義夫、「綜合美術

研究」へ作品紹介さる.／……」「……（チ）武藤（六）、菊池、清水、水船、小野、蓬田、

柴、藤牧、「浮世絵藝術」へ作品紹介／さる.……」。 

4 月 1 日  

午後 7 時より小野宅で新版画集団小品展に打合せと『新版画』第 12 号の掲載作品の合評会

（「集会通知」（ガリ版摺り、1 枚）による）。藤牧の参加は不明。 

4 月 10 日  

『新版画』第 12 号「第四回展記念号」〔ただし目次には「小品展記念號」〕発行。100 部。目次

に「つき 藤
ママ

巻義夫 12」と記載。《つき》を収録。奥付はなく、目次に記載：「昭和九年四

月亓日印刷／昭和九年四月十日發行／發行所 新版畫集團／末所小梅一ノ七／編輯者 藤牧

義夫／淺草 神吉 十一 東屋内／定價 三十錢」。 

4 月 8 日～12 日  

新版画集團小品展覽會（於・銀座 版画莊）に《五の頭風景》を出品。午前 9 時から午後 9 時

まで。目録に「藤牧義夫／五の頭風景 、亓〇／雪 、亓〇／橋 、亓〇」と記載。展覧会案

内はがきのデザインを担当する。 
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4 月 20 日  

武藤完一編『創作版画集手工圖案集第六輯』東邦社出版（東邦社住所：東京市麹町区浜田

町一丁目一）に帝展出品作とは異なる摺りの《給油所》がカラーで掲載される。 

＊ この版画集については小野忠重が『浮世會藝術』第 3 巻第 6 号（1934 年 7 月 7 日発行）に「二つの

版畫出版書」のうちの「創作版畫集」として紹介する（p.40-41）。 

4 月 22 日～5 月 9 日  

第 9 回国画会展（於・東京府美術館）に出品。目録に「藤牧義夫 淺草區神吉町一一（東屋方）

／一七四 觀衆／一七亓 五ノ頭」と記載。 

5 月  

「會計報告」（ガリ版摺り、1 枚）によれば、「藤牧 ,50  ,40」とあり、売上 50 銭、収入 40

銭であったことが推定できる。 

＊ 新版画集團小品展の藤牧出品作 3 点はいずれも 50 銭の売価であり、同定は困難だが、現在所在が確

認できない「雪、50」が売却された可能性もある。 

5 月 1 日～5 日  

「現代創作版畫展覽會」（於・日末橋 末町画廊）に出品。出品作は不明。 

5 月 2 日  

佐藤哲三宛に未松正樹、長谷川正己との三者連名で葉書を送る。 

表書：「澁谷区代々木初台町亓七四／初台寮二三号／佐藤哲三様〔以上、ペン。未松正樹か〕

／9.5.2.〔墨、藤牧。「5」は「4」を藤牧自身が訂正〕／銀座亓丁目三ノ一／銀座スタヂオ

内／未松正樹、長谷川正巳／藤牧義夫〔以上、墨。藤牧筆〕。消印：「京橋／9／5.2.／后 4-8

／〒」。裏の絵柄：聖火をかかげる腕〔墨による黒字に黄色と赤の水彩絵具、藤牧筆〕 

＊ 全体は左四分の一を残して黒（おそらく油性インクのものか）で塗られている。黒と白の境界部分が

ギザギザに細かく波状になっている。ステンシルの技法か。 

裏の文面：「何んな御様子ですか、至急お知らせ下さひ 正巳」（白の水彩絵具、長谷川筆）；

「お体は悪いのですか？／大そう心配でなりません」（白の水彩絵具、おそらく未松筆）；

「この間はつい遅くまで失礼して／しまひました非常にう／れしかつたです／未松大兄の

お話でおからだにお変／りでもあるではないかと御案じ申し／居しましてその御全快をい

のります F.ヨシヲ」（黄色の水彩絵具、義夫筆）；「一昨日岡村君より電話がありまして貴

兄よりお手紙を戴いたが兄の宛名を忘れ／たので僕より傳えてくれとのことですが毎日十

二時半に来ていたゞけば／都合がよい相です。美術館へ度々お電話しましたが、お出がな

い由。御病／氣でいないかと心配してゐます。岡村君によく診察して貰つて下さい。〔署名

か。判読不能〕」（黒インクのペン書き、未松筆） 

官製はがき。壹銭亓厘のマーク（楠正成像）。13.9cm×9.0cm。個人蔵。 

5 月 3 日 

日末橋三越で「ドイツ印刷芸術展」を観る。そのことについて長谷川正己と連名で佐藤哲

三宛に葉書に書いて送る。 
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表書：「澁谷区／代々木初台町亓七四／初台寮二三号／佐藤哲三様／銀座亓ノ三ノ一／銀座

スタヂオ内／藤牧義夫〔以上、墨。藤牧筆〕／長谷川生〔藤牧の「銀座スタヂオ」と「藤

牧義夫」の字の間に鉛筆で追記〕」。ゴム印と消印：「書けば／直ぐ配達の／航空郵便」「京

橋／8／5.3.／后 0-4」。裏の絵柄：ベルトで繋がれ駆動する二つの歯車〔白の水彩絵具、長

谷川正巳筆〕 

＊ 全体は左５ミリほどを残して黒（おそらく油性インクのものか）で全面が塗られている。黒と白の境

界部分がやや不規則のボケている。歯状ではない。ステンシルの技法か。 

裏の文面：「御無事を切に御祈り申して／居ります 禺生末日日末橋三越／にてドイツ印刷

藝術展らん會／を見て参りましたが、小デツサン、さし絵／版画等非常に面白いものを沢

山見／受けました 一日から―十一日まで、七階／にて、御らんになります事をお勧めし

ます／先はお知らせのみにて 早々」（文字は黄色の水彩絵具、藤牧筆）／何んな御様子で

すか。悪いのですか。ちかく〔この三文字やや不確か〕お伺ひします 正己 5 日ハ？」（黒

インクのペン書き、正己筆） 

官製はがき。壹銭亓厘のマーク（楠正成像）。14.0cm×9.0cm。個人蔵。 

＊ 「ドイツ印刷藝術展らん會」についての雑誌記事としては、『工藝ニユース』に掲載されている「展

覽會記事」がある。 

「獨逸印刷藝術展 日獨文化協會及び印刷學會主催の獨逸印刷藝術／展が去る亓月一日より十一日迄

日末橋三越に於て／開催せられた。印刷術の發祥地、近代印刷工藝の動源地たる獨逸の代表的資料を

一堂に展示したる／だけに関係者には好個の資料であり、殊に混沌として徒に進路を求めて居る末邦

印刷工藝界に取つ／ては、健實なクルツワーを持つ獨逸印刷文化は確に一掬の清凉剤であつた。／一

瞥せる會場の整理と所謂獨逸風の色彩がこの／種展覽會に適はしい感覺を示す。グーテンベルグ／デ

ユラー等の作品、及び獨逸初代より近代に至る／印刷の變遷は史的檢察と、再認識の必要を語り、印

刷表釘の作業工程は研究の遅れて居る末邦斯界に／啓示する處多かった。この外彼地に於て印刷さ／

れた浮世繪版、ウイーンの印刷工藝學校で試みた／模造日末局紙への印刷等は觀衆の興味を惹いて居

／た。新しい印刷構成を示す書籍カバー、ジョッブ／ワーク等は學ぶべき點多く、ポスターへのグラ

ビ／ヤ印刷の進出が目立つてゐた。 而も展示の豊富な點は單に時期に則したる催し／としてのみな

らず、多くの指示をなしたものと云／へ様。但し一般大衆には今尐し具體的説明を附す／る必要や圖

表等を以て系統だてヽ説明する必要がありはしなかつたか。」〔無署名〕商工省工藝指導所編『工藝ニ

ユース』六月号（第三巻第亓号）、昭和九年六月一日発行、「展覽會記事」pp.28-31 のうち「獨逸印刷

藝術展」（p.29） 

5 月 5 日  

《五ノ頭風景》（群馬県立館林美術館寄託）を制作し、義兄新五仲作に贈る。（木版多色（1

版塗り分け、墨と青））。右下に印章：「義夫」（朱文丸印）。裏に鉛筆で書込み：「9.5.5 Yoshio 

Fujimaki」。画面左下に版刻：「F」〔ただし、墨の補彩で抹消。裏から確認できる。加藤弘

子さんの指摘〕 
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5 月  

『中央美術』第 11 巻第 5 号（5 月号）発行。「藤牧義夫の三点いづれも鋭い技法の単化を示

してゐる。」柴秀夫「新版画集団小品展」（p.48） 

5 月 26 日  

《びようぶ坂》を制作。右上：「東京風景 5.26 Fujimaki」。左下：「びょうぶ坂」。 

6 月 1 日～6 日  

第 4 回新版画集団展（於・上野 松坂屋中二階）に《鐵》、《五の頭風景》、《つき》、《給油所》、

《赤陽》を出品。目録に「藤牧義夫／鉄 二、〇〇／屏風坂 一、〇〇／五の頭 一、〇〇／

觀衆 一〇、〇〇／月 一、〇〇／都會Ａ 二、〇〇／仝Ｂ 三、〇〇／仝Ｃ ・一二、〇〇／

仝Ｄ 亓、〇〇／給油所 ・二〇、〇〇／ごみ 二、〇〇／日 一、〇〇／赤陽 亓、〇〇／…

…（・印外全部額なしの價格）」と記載。ポスターのデザインを担当する。まくら橋（小品）

が目録のカットに使用される。 

6 月 1 日  

『新版画 Leaflet』№3 発行。「作者の言葉」を発表。4 ページに奥付：昭和九年六月一日發

行 編輯人 鈴木健夫 發行人 新版畫集團（末所區小梅一ノ七） 一〇、〇〇〇部印刷 【一

部金二錢】。 

この No.3 には、佐藤哲三も「諸家に訊く」の欄に「望 内容を深め、／技術を磨き、／組

織ある實行を持つこと。」という文章を寄せている。 

6 月 5 日  

『浮世繪藝術』第 3 巻第 5 号発行。「國畫會は會員に平塚運一氏會友に川西英氏を持つて居

り、出品者中には古參であり國畫會版畫の一性格でさえある川上澄生氏を持つてゐるので

非常に華やかな陣容であるが、一般出版には畦地梅太郎、棟方志功藤牧義夫氏をのぞいて

は主人側の亜流がかなり多い。平塚川西氏等の作に見られる決定的な彫り摺りの構成は春

陽會と對比されるこの會の特徴と見てよいであらう。」小野忠重「新版畫からの報告」（p.42）。 

6 月 12 日～14 日  

第 1 回版画アンデパンダン展（於・神田 東京堂画廊）に出品。目録（印刷物、四つ折）に「ＡＢ

Ｃ順・出品中の一点を記す／……／藤牧義夫／赤陽／……」と記載。出品作 120 点という

同展に藤牧は《赤陽》以外にもかなりの点数出品したものと思われる。ポスターのデザイ

ンを担当する。 

＊ 同目録によれば「特別出品／版画の組織的製作／構成・小野忠重／蒐集・新版画集團／第一部 画面

擴大／第二部 組作／第三部 連作並ニ物語版画」が展示されていたことが判る。清水正博作成のリス

ト「版画に於ける組織的制作」（ガリ版摺り、2 枚）によれば、三枚続の初代歌川豊国《金太郎元服図》

から小野忠重の《三代の死》まで、歴史的視点から、多数の作品が網羅されていたことが判明する。 

6 月 15 日  

大分の集団同人、武藤完一に書簡発信（『創作版画集』受け取りの報告、キカンシカタル（気

管支炎）のため安静就床の報告）。宛名面：「大分市濱町 武藤完一様」。末文面：「謹啓待
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望の版画集末日拜受仕り／ました、あまり立派に出来たので驚いて／ます。御努力に感謝

厚く御礼申し／上げます、小生は今月始
ママ

めからキカンシカ／タルで医師に安靜就床を命ぜ

られて／いまだにお許しが出ませんので困つて居り／ます そんな訳でしてズルズルと御

約束／の版画も新しく刷れず申し訳無く／思ひ居りました 必ず近日中御送／り申し上げ

ます 貴集床の中でうれしく拜見／して居ります、先は御■■わび旁／々御礼まで、／追、

「一寸考へましたのですが原色版の小生分だ／け別に外の用紙に多敷刷つて載
ママ

くと云様な

事は／如何なのでせふか もし可能でしたら小生どの位出／費すれば出來ませふか「用紙

はアートペーパーの半分（画集の／半裁で結構と思ひますが、一寸、名前も入れて帝展出

品展の、／お伺ひまで 早々／藤牧義夫拜／武藤完一先生／小野氏の製版は何と云ふやり

方ですか 非常に面白く／行つてますが後にユツクリ拜見させてもらひます／乱筆取急ぎ

御礼まで」。 

6 月 16 日  

はがきを清水正博に発信。表書：「下谷区／金杉上町九／清水正博様」（黒インクによるペン字）

〔以上宛名〕「浅草神吉町十一／東屋方／藤牧義夫」（鉛筆）〔以上発信人住所氏名〕。 

消印：「下谷／9／6.16／后 8-12／〒」。裏に文面：「雑誌色々又おねがひします〔鉛筆で追記〕

／御便りうれしく拜見しました／あまり弱いので閉口してます. この機〔×印で見せ消し〕期
ママ

／会に一つ丈夫にするつもりです.／「朝」はバルーンのとんで居る奴だつたと思ひますが

／それは今刷つたのが有りません故近日中お渡し／致します. 「赤陽」はお望みでしたら／

その値で結構です. たゞ現在は医師が無理／を禁じてますので、すぐ出来ません尐々待つて

載
ママ

け／れば別に製つて渡し度いのですが. 定價はさげ／ると云ふ意味で無しに理解される

方に一人でも多く所持していたゞければ版画／界に良いと思ひますので。先は御礼マデ」（黒

インクによるペン字）14.2×9.0cm〔官製はがき〕。館林市立資料館蔵（清水正博旧蔵）。 

6 月 22 日 

（魚の図）を描く。右下：「義」（墨）「藤」（印）。裏面：「昭和九年六月廿二日／為太田豊

文堂／藤牧義夫生」 

6 月 22 日  

「會計報告」（ガリ版摺り、1 枚）の「集団費納入表 昭和九年」によれば、藤牧は 6 月分ま

で納めている。 

7 月 1 日  

『綜合美術大系 第三巻 彫刻、版畫、漫画』（綜合美術研究所）に文章と作品を寄稿する。前

年 9 月 1 日に『綜合美術研究 5』に発表したものの再録。 

7 月 1 日  

館林の旧友進藤完治に贈った自身のポートレート写真の裏に「紀元二千亓百九十四年、／

昭和九年七月一日撮影／藤牧義夫」とペンで書込む。エンボス：「MASUO STUDIO 

SHITAYA, TOKYO」 
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7 月 7 日  

『浮世繪藝術』第 3 巻第 6 号（7 月号）発行。佐藤哲三による第 4 回新版画集団展の展評が

掲載される。「私は新版畫集團の展覽會を見るのは始めてゞあるが誰もが精一杯の努力を

されてゐることに何よりも感服した。／元來私は繪畫に於て、個々の技術を云々するより

も、作者の生活態度が根末的な問題であると考へてゐる 「同じ時代に生きてゐる作家の中

でも、よりよく生きた作家が結局最も優れた作品を示し得る」のだと思ふ。この事を常に

忘れぬやうに希望する。／全體として、難點を擧げるならば、畫面の深さと内容の深さが

不足してゐると思ふ。この事は、リアルな感じを一段深めることによつても救はれるので

はあるまいか。例へば、技法上から言つても、製版と言ふ過程を經て版畫が生れることか

ら、「太い線」が多く用ゐられてゐるのを見る。この太い線は、決してごまかしであつては

ならず、太い線でなければならぬと言ふ必然性から生れたものであつて欲しい。言方を變

へれば、細い線によるデツサンの力を持つた上で太い線を有効に使用されたい。／次に個々

の作者に就て短評を試みるならば、……／○藤牧氏 ―― 感覺が澄んでゐるのであらう。

よく物を
ママ

捉んでゐる。それと共に刀の冴えを感じる。「赤陽」は最も良い。この人を想ひ、

この人の生活を思ふ時、更に感銘深い。赤色が自然に然も大きな効果を與へてゐる。」（「新

版畫集團第四回展評」、38－39 ページ）。40 ページに《赤陽》が、「藤牧
ママ

秀天作 夕陽」という異

なった作者名とタイトルで図版が紹介されている（40 ページ） 

＊ 佐藤哲三は、東京での代々木初台町の滞在先から、最終日の 6 月 6 日に会場を訪れている（『〔新版画

集団芳名帳〕』による）。 

小野忠重が「二つの版畫出版書」のうちの「創作版畫集」として武藤完一先生編『創作版

画集手工圖案集第六輯』（東邦社出版、1934 年 4 月 20 日発行）を紹介する（p.40-41）。 

7 月 12 日  

暑中見舞はがきを料治朝鳴宛に発信。表書：「東京市／淀橋区西落合／一ノ三七／白と黒社

／料治朝鳴様／群馬縣館林町にて／藤牧義夫」。右下にゴム印〔濃紫色のインクか。藤牧自身に

よるもの〕：「9.7.12」。消印：「館林／9.7.13／〔判読不能〕8‐12」。図柄：黄色の手彩で雷光、

その右に黄色の版で平行線の飾り。版刻：「暑中／お伺申し上げます／藤牧義夫／東京市浅

草区／神吉町十一東屋方」。9.1×14.0cm〔官製はがき〕。町田市立国際版画美術館蔵（料治朝

鳴旧蔵）。 

＊ この葉書の月日によって藤牧が 7 月 12 日までに、おそらく植松図案工房を辞して、館林に帰ってい

たことが判明する。 

7 月初旪  

新版画集団員・清水正博が「雑誌部ニュース№6」（ガリ版摺り、2 枚）に「浅草祭浅草浮世繪

集 浅草今昔展より 六月十‐三十日」を作成する。その展覧会に鶴岡蘆水の《隅田川両岸

一覧》の東、西巻の二巻のうち、東巻だけが展示されていた。藤牧は療養中につき、この

展覧会へ足を運んでいないと考えられる。また、「藤牧氏先日来御病気に／付き見舞われた

り」と記されている（資料提供：清水正博氏）。 
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7 月 20 日～25 日  

江戸と東京 名所風景版画展（於・日末橋 白木屋 5 階）に《赤陽》（目録では上野附近）、《夜

の淺草六區》、《鐵》（目録では清洲橋）を出品。同展の「東京の部」目録（印刷物、1 枚）に

「藤牧義夫／夜の淺草六區／映画舘内／御徒町／淸洲橋／上野附近／淺草觀音」と記載。 

＊ この展覧会の展示に藤牧は帰省中であったために参加していない。 

7 月 20 日  

『新版画』第 13 号「東京風景特輯号」発行。100 部。目次ページに「8 びようぶ坂 （石

版）藤牧義夫」と記載。《びようぶ坂》を収録。奥付ページ：「◇武藤 小野 藤牧 水船 小版

画集 △街景／改版新装して刊行 領價金貳拾錢」〔以下四角の二重罫線に囲まれている〕「昭和九

年七月二十日刊／發行所／新版畫集團／末所小梅一ノ七／編輯者／新版畫雜誌部／藤牧・

淸水・堀／【自摺百部 印行】／季刊 一・四・七・十月／領價 金參拾錢」 

＊ この号の編集にも藤牧は帰省中であったためにそれほど関わっていないものと思われる。《びょうぶ

坂》の画面上の日付「5.26」から推定すると、5 月 26 日に描いた素描を帰省前に事務局に渡し、それ

を転写版で刷ったものと思われる。摺りが容易な石版を選んだのにも健康上の理由が働いているかも

しれない。 

7 月 22 日  

母の实家、板倉の小林家での姉せいの夫、生太郎の姪の誕生を祝い《实る梅》を贈る。左

下：「实る梅／晃子さんの誕生を祝して 義夫／二亓九四 昭和九年七月廿二日」（墨）「義夫」

（印）。 

7 月  

《いたくらの梨》を描いて小林家に残す。右下：「いたくらの梨／昭和九年七月写」（墨）「義

夫」（印）。 

7 月  

《尾曳ノ見晴し》を描き、義兄新五仲作家に残す。左：「尾曳ノ見晴し 昭和九．七月／藤

牧生」（墨）「義夫」（印）。 

7 月～8 月  

気管支炎の療養のために館林にもどる。母方の实家である板倉町の小林川魚店近くにある

雷電神社や板倉沼周辺の風景を描く。城沼周辺の風景に取材する障子紙を利用した長大な

絵巻（城沼絵巻）を描いたと伝えられる。 

また、この頃病気のそぶりは見せずに城沼漁業組合主催の鰻つかみとり大会に藤牧も参加

し、愉快に過ごす。＜進藤完治氏談＞ 

尾曳神社の境内でよく絵を描いていた。ボートに乗って描いていた時もあり、神社境内の

南の方から参道を見ながら描いていた時もあった。この時、昭和 9 年正月撮影の部屋の写

真と、同年 7 月 1 日撮影の顔写真を進藤完治氏へ贈る。＜進藤完治氏談＞ 

8 月 1 日  

『アトリヱ』（第 11 巻第 8 号）発行。小野忠重「第一回版畫アンデパンダン展評」掲載。「藤
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牧義夫（赤陽）……等の積極的な態度が良い」（大谷近代画説 9 に拞る）。 

8 月 5 日  

楢崎宗重編『江戸と東京 名所風景版畫集』（浮世繪藝術社）の 24 ページに「藤牧
ママ

秀夫作 上

野附近」として《赤陽》が掲載される。26－29 ページの「展覽版畫目録」には「七八 藤牧

義夫作 夜の淺草六區／七九 同 御徒
ママ

士町／八〇 同 淸洲橋／八一 同 淺草觀音」と記載（29

ページ）。「映画舘内」「上野附近」の 2 点は追加されたことが判る。なお、口絵にはモノク

ロのコロタイプ印刷で《夜の浅草六区》が掲載されている。小野忠重が同書所載の「風景

版畫の發展と現代」で藤牧に言及する。「……例へば我々の間にあつて用刀の單化が／問題

にされてゐる。ワルテル・グロピウスの建築に於ける基末型の考察、／マルセル・ブロイ

ヤアの家具の單化の如く非常に簡單となつた刀なりノ／ミの複合によつて、極めて複雜な

形式感を構成して行くことが出來る。／藤牧義夫の諸作がその一例である。一般に黑と白

との版畫は造型形態を／その物質的構造の單位に分解するに適切な形式であるが彼の用刀

の單化／はこの黑と白との版畫に於いて極めて性格的に行はれてゐる。……」 

8 月上旪  

《尾曳ノ眺望》（館林市立資料館蔵。水彩、墨、紙）を描いて進藤に贈る。左に筆に墨で書込：「尾

曳ノ眺望 昭和九年八月／藤牧生写」。 

＊ 進藤氏の記憶によれば、このスケッチは、藤牧が帰省中に熱心に描いていた城沼周辺の白描絵巻と共

通する画題を取り上げたものだという。2 枚の写真（藤牧義夫撮影写真（自审）と「七月一日撮影」と裏書

したポートレート）もこの水彩とともに進藤氏に贈られたものであろう。 

8 月 13 日   

犬張子でんでんたいこ（個人蔵。水彩、墨、紙）を制作。左下に筆に墨で書込：「義夫生／昭和

九年八月十三日 太田和文君の犬張子でんでんたいこを摸す」。 

8 月 25 日  

藤牧庭のサボテンを描き、新五家に残す。右：「面白き植物もあるかな 昭和九、八月廿亓

日／於藤牧庭 義夫生写」 

9 月 5 日（水）  

『浮世繪藝術』第 3 巻第 8 号発行。小野忠重が藤牧に言及する。「藤牧義夫の求める近代的

な都市美學の鋭どさは益冴えて行く。風景版畫といふものが單なる空氣の表現から進んで

積極的な心理組織に達するならばもはや全く昨日の版畫と絶縁し得るのである。藤牧の「映

畫舘内」や「上野附近」はこの問題について一つの解答を與へてゐるものである。」「江戸

東京風景版畫について」（p.47）。同テキストの p.46 には会場写真が掲載されていて、清州

橋を描く《鐵》と《赤陽》の 2 点が展示されていたことが確認できる。《赤陽》は、東京国

立近代美術館所蔵の摺りと思われる。 

9 月 9 日（日）  

国柱会の青年組織、精華会が結成され、藤牧は千葉天津小湊の清澄寺に登り、記念写真を

残す。写真（館林市立資料館蔵。ゼラチン・シルヴァー・プリント）の裏にペンで書込：「昭和九年
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九月九日／於 房州清澄山清澄寺／日蓮聖人御修行道場前／当年廿四歳 藤牧義夫」。 

＊ 藤牧が右手に持っているのは、油絵用の絵具箱。 

9 月 14 日  

「浅草松竹座内展規定」（ガリ版摺り、1 枚）発行。「……一、題材 浅草附近、松竹座内景、外

觀、演劇等を希望するも／強制せず. 他の風景、静物等にても可. 但し互選は行ふ。／一、

これが為め集団員は劇場寫生の便宜を與へられる. 希望者／は小野へ申し出でられたし.…

…」（資料提供：清水正博氏）。 

9 月中旪  

《白描絵巻 試作》[推定]（浜町公園から相生橋まで）を制作する。浜町公園より相生橋ま

でを描く。『橋の巻』に書込み、自動車整備工場と新大橋の間：「新大橋」。萬年橋の下：「萬

年橋」。左端の柵の上・柵の末数を訂正する書込み：「ナシ」。 

9 月 25 日  

午前 8 時 20 分から午後 6 時まで《白描絵巻》（申孝園）の「第一回写生」を行う。『申孝園

の巻』冒頭に写生記録に関するメモ：「第一卷／昭和九年九月廿亓日／第一回写生 自 午

前八時廿分／至 午后六時／・・・・十月九日 自 午前十一時半／第二回写生 至 午

后亓時廿分／十月十三日 自 午前九時半／第三回写生 至 午后亓時卅分」。 

＊ このメモが、現在それが貼り付けられている《白描絵巻》（申孝園）のためのものであるという確証

はないものの、一体的なものと推測される。 

9 月 27 日  

《ENOKEN 之図》を制作し、畦地梅太郎に贈る。画面左側に筆に墨で書込：「贈 畦地兄

／ENOKEN 之図／昭和九年九月廿七日／午前十一時作之／藤牧義夫」。 

9 月 28 日  

小野忠重「一つの試み劇場内展」（『浮世繪藝術』第 3 巻第 10 号、11 月 5 日発行の掲載。

P.53）執筆。「……何故この一座を選んだかについてはやはり淺草は通常聞かされる通り「民

衆的」な場所でありこの一座またこの小屋の觀実層といふものが比較的他より版畫藝術に

ついて來るかも知れないといふ見通しからであつた。この目算はあたつてゐた。しかし不

幸にも僕等はこの反面の計算を忘れてゐた。淺草なるが故にまたこの一座この小屋なるが

故に起るかも知れないある事情の故に作品を全く計畫からはるかに遠い形で展觀すること

を餘儀なくされた。劇場内を選んだ僕等の計畫が正しかつたが故にこの經驗は考へられな

ければならない。／しかしも一つの作品の同時展觀を試みた版畫は複数的生産の藝術であ

るが故に映畫と等しく同時展覽を可能とするこの問題をとりあげて一階並に二階に陳列を

行つた。こた
ママ

版畫の報告的性格といふ問題を考へる爲にこの替りから前の興行を扱つた新

作を陳列替へしやうと思つてゐる。……（九月二十八日上演初日記）」(p.53)。 

9 月 29 日～10 月 27 日  

エノケン一座を回る版画展（於・浅草 松竹座 1・2 階）に《ヱノケンの魔術師》、《出を待つ永

五智子（マルグレット）》を出品。平日 10 時、日曜十時開場。前期目録（ガリ版摺り、1 枚）
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に「ヱノケンの魔術師 藤牧義夫（1 円）／出を待つ永五智子（マルグレット）（2 円）」と

記載。後期目録（ガリ版摺り、1 枚）には「出を待つ永五智子（マルグレット）」のみ記載（資

料提供：清水正博氏）。ただし、後期の始まる日時 はっきりしない。また、前期目録には「責

任出席日一覧」が記載されている。それによれば、藤牧は、「十月四日（木）」「十三日（土）」

「二十日（土）」「二七日（土）全員」が責任出席日であったことが判明する。「注意」とし

て「責任者は午後七時迄に出勤、両陳列場巡視の上終演後額縁などを／事務所に運び込む

こと。／出勤の際は松竹座横手入口より入り最初に三階図案部へ行く／こと。／朝の飾付

については松竹座図案部にて行ふ故責任者は諸／般の事務を同部と交渉すること／賣約、

質問その他随時の事務を處理すること／割宛日に起れる事故については責任を持つこと。」

また、同展のチラシをエノケンの顔を描いたカットを付して藤牧がデザインする。 

10 月 4 日  

エノケン一座を回る展覧会の「責任出席日」。 

10 月 9 日  

午前 11 時半から午後 5 時 20 分まで《白描絵巻》（申孝園）の「第二回写生」を行う。 

10 月 13 日  

午前 9 時半から午後 5 時半まで《白描絵巻》（申孝園）の「第三回写生」を行う。この日は

エノケン一座を回る展覧会の「責任出席日」であり、その後、午後 7 時までに浅草の松竹

座に向かう。 

10 月 20 日  

エノケン一座を回る展覧会の「責任出席日」。 

10 月 25 日  

「エノケンの魔術師」（P.C.L.映画制作所 配給＝東和商事映画部）、日比谷映劇で公開（8

巻、2,012ｍ 73 分 白黒）。 

10 月 27 日  

エノケン一座を回る展覧会の最終日。藤牧も含め、新版画集団のメンバーが集まったもの

と思われる。 

10 月下旪頃  

清水正博が自宅 2 階で『新版画』第 14 号表紙の版木を彫る藤牧の姿を撮影する。（『記録 4』） 

10 月下旪  

《白描絵巻（絵巻隅田川）》（白鬚橋から西村勝三像周辺まで）冒頭の書込：「朩来すみだ川 

橋の発達によりて〔墨で消した跡〕／川の面は何十年の後遂に覆はれ昔日のおもかげを／

偲ふ事不可能となるにや、余写生中／この予感あり、幸いにいまだ橋尐なし／精出して写

生に勉むべしとす／昭和九年十月下旪考 義夫」。 

10 月  

「雜誌部報 №8」（ガリ版摺り、1 枚）発行。「○十三号作品評（合評会記録による。）」掲載。

「……／八 びようぶ坂。石版の開たくにも注意を向けたい。／……」（資料提供：清水正博）。 
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《白描絵巻》（申孝園）を描いた後、申孝園の宿舎に住み込み、建物や庭の掃除をする。そ

のうちノルマが課され、全集を売り歩く。＜清水正博氏談＞ 

10 月下旪  

《白描絵巻（絵巻隅田川）》（白鬚橋から西村勝三像周辺まで）、（商科大学向島艇庫から三

圍神社まで）に着手。 

《白描絵巻（絵巻隅田川）》（白鬚橋から西村勝三像周辺まで）冒頭：「繪卷隅田川 白鬚の

卷／RIVER SUMIDA〔神社記号〕／TOYOHARU 説明文／THE UKIE : òMIMEGURI 

SHRINEó ―By Toyoharu Utagawa／The author of this fine picture is ancestor of the 

famous／òUkiyoeó artists family òUtagawaó. This is not the／ òUkiyoeó but òUkieó 

(some European-styled picture／using the perspectives). His master work is the／

òMimeguri Shrineó as in the picture. (By courtesy of／the Tokyo Empire Library)」（訳）

〔豊春 説明文 浮絵「三囲神社」 歌川豊春作 この精巧な絵の作者は「浮世絵」で有

名な「歌川派」の祖である。この絵は「浮世絵」ではなく「浮絵」（遠近法を用いた西洋風

絵画というべきもの）である。代表作は図版の「三囲神社」である（東京帝国図書館資料

による）〕。 

北斎の『繪末隅田川 兩岸一覽』より「下ノ三」を薄紙に白描で模写し貼付したものとと

もに記載：「北斉 両岸一覧 義夫摸」。 

謡曲「隅田川」解説を書き写す：「UTAI (SUMIDA RIVER (SUMIDAGAWA))／謡曲／四

番目 略 三番目 （角田川 三卷）／隅田川（狂女カケリモノ） ワキ…渡守 ワキヅ

レ…旅人 シテ…狂女（梅若丸の母） 子方…梅若丸の幽霊／（序段）武藏隅田川の渡守、

舟を控へて待つ處に／都の旅人来りしかば彼を乘らしめ、なほ後実を待ち／て渡さんとす、

／（末段）折しも彼方より物騒しき様子にて狂女一人来り、我／をも乘せ給はれと乞ふに

渡守は狂女を嬲り、面／く狂はゞ舟に乘せんといふ、狂女はふとそれに浮べ／る水鳥に目

を止めて業の歌を吟じ、我が失ひし愛子の尋／ぬるも思ひは同じ恋路なれば、いざこと問

はん都鳥／と頻りに狂ふにぞ、渡守も憫み彼女を乘せて舟を出／す、時に向岸にて柳の下

に人多く集れるを、／何事ならんと旅人不審すれば渡守其仔細を語／るやう、去年三月十

亓日の事、人商人十二三の稚児を伴ひて／奥へ下る途中、稚児旅に病み此岸にて死せしか

ば／所の人々塚を築きて印に柳を植ゑたり、今日は恰／も命に当れば大念佛を申すなりと、

聞けば狂女／の尋ぬる我が子の身の上にて問へば／年は十二才名は梅若丸、父は都／北白

川吉田の何某と渡守の答／へに疑ひもあらず、既に舟着き／墓所に到れば、女は此土を／

返して今一度此世の姿／を見せ給へと深く悲／歎に沈みしを、渡守は、今は／歎くもかひ

なければ、唯念物申／して後世を弔ふに若くはなし／と鉦鼓を渡す、女もさらば／我が子

の爲とて、大念佛に加はり／共に南無阿弥陀佛を唰へしに、不／思議や塚より稚児の声の

聞ゆる／にぞ、声の中より亡靈現れ出で／あれは我が子か母にてましますか／と、互に手

に手を取りかはせ／ば又消え〱となり、面影／も幻
ゲン

も見え／つ隱れつする程／に東雲の空

も／明け行き我が子／と見えしは唯塚／の土の草茫々たる／浅茅が原となりし趣にて終る
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／123 243 能画集 一、二卷／416 120 能画大鑑 第一卷／二亓九四 一九三四 昭

和九年 於上野図書館 義夫」。 

『繪末隅田川 兩岸一覽』の解説文「隅田川兩岸一覧に就きて」から抜粋して書込み：「隅

田川兩岸一覧に／就きて、／古きは伊勢物語の和歌、／英一蝶の小謡、服部南郭の／漢詩

を引用するまでも／なく、一たび夕ぐれの端／唄を口にすれば三尺／の童子も直ちにそれ

と／知る隅田川―／其源泉を、信濃、甲／斐、上野の三国の山谿より／発す」「隅田川両岸

一覧の命題は天明元年／に岡澤蘆水の筆にて大江を扱ひて作す／葛飾北斉」（「岡澤蘆水」

は「鶴岡蘆水」の誤りであり、これにより藤牧が筆写した北斎の『繪末隅田川 兩岸一覽』

は大正 6 年刊の復刻版からと判断できる）。 

梨や柿のスケッチとともに記載：「白鬚の橋の上で十月にはリンゴ梨を賣るリヤカー屋台店 

敷ケン／大福餅を賣る屋台店 敷ケン／十一月に入りてからは柿を賣り居たり／一箇廉き

は一銭七八銭に止まる／途上の賣店は禁止か／交番の西入口には尐しも／見当らず」。 

11 月 1 日  

『新版画』第 14 号発行。200 部。表紙デザインを藤牧が担当。表紙に「1 藤牧義夫――ま

くら橋」と記載。《まくら橋》を収録。奥付ページ：「僕等の言葉／因襲の殻を破りこの劃

期的試の下に涙ぐましいまでの努力がこの一冊と／なつた。／全巻総多色刷、そして常に

新しい眞實性をつかんで行かふとするこの努／力をご覽ください。／吾々の仕事について

の惜しみなき評價と鋭い鞭を待望して止まない。」〔以下四角の罫線に囲まれている〕「昭和九年

十一月一日刊 【季刊】／發行所／新版画集團／末所小梅一ノ七／編輯者／新版画集團雜誌

部／藤牧・淸水・堀／定價金亓十錢」。ガリ版摺りの挟み込みチラシ：「愛讀者の為に！／

新版画集団主催浮世絵藝術社後援の江戸・東京／風景版画展記念出版／『江戸・東京風景

版画集』コロタイプ十亓図／写眞版二十三図／表紙木版二度／摺・木
ママ

文三〇頁／を無代贈

呈します郵券二銭を添へて御申越下さ／い  末所小梅一ノ七 新版画集団〔以下略〕」。段塚青

一作品《凝視》が貼り込んである。 

＊ 「僕等の言葉」は無署名であるが、藤牧によるものである可能性がある。《まくら橋》の主版はすで

に前年 7 月 16 日付けの料治朝鳴宛のはがきに墨一色で摺ったものと同一のものである。 

11 月 12 日  

《白描絵巻（絵巻隅田川）》（白鬚橋から西村勝三像周辺まで）冒頭に《現代隅田川》のス

ケッチを描く。筆に墨で書込：「現代すみだ川／日末厂 二、亓九四／西厂 一、九三四／昭

和九年十一月十二日／グレー／ライトレツト／白／ライトレツド／アカ／オペラ／ライト

レツド／グレー／白／白／コバルと
ママ

の／清空／バイレツト／グレー／最も強きブラツク」。 

11 月 22 日  

清水正博方で『新版画』第 14 号合評会。「……出席者。藤牧。小野。松下。水／船。柴。

武藤。摺師池田氏も来席す。清水宅より近くの酉の市の見／學も出かけ。グロ味の見世物

を各自分れて探訪十二頃解散した。／……」（「新版画雜誌部報№11」（ガリ版摺り、1 枚）。資料提供：

清水正博）。 
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11 月 26 日  

畦地梅太郎宛絵はがき（昭和 10 年用年賀状図案 建物から手を振る人物）を発信。表書：

「澁谷区／田毎町十三／菊池様二階／畦地梅太郎様〔以上宛名〕／浅草神吉町十一／東屋方

／藤牧義夫〔以上発信人住所氏名〕／〔以下文面〕前川先生に何卆よろしく〔以上小さく追記〕／

すつかり御無沙／汰をして居り／ます、お変り／も無く御多忙／の事と存じます／小生〔行

間に小さく追記〕／毎日写生に隅田川／の方へ出て居りま／す。先日、末郷の方の／ガクブチ

屋？のどこかで御／大兄の名の出て居る／展らん会のポスターを拜／見しました。とうと

う〔「二字分の反復記号〕見に行／けませんでしたが、残念／でした。小生は今年は落／ちま

した。近日中、又／お話に行き度いと思つて／ます。御ぶさた御見マイ迄〔以上すべて紺色の

インクによるペン字〕」。ゴム印〔宛先の下〕：9.11.26〔濃紫色のインク。藤牧自身によるもの〕。消印：

「下谷／9／11.26／后 4-8／〒」。図柄：建造物上で挨拶を送りあう人々。中央には飛び込

み台のような建造物が描かれる。木版多色〔3 版 3 色〕、下部に赤の罫を手彩。補筆朩確認。

版刻：「2595／1935／Ⅰ／Ⅰ FUJIMAKI〔J の文字の上半分が欠如〕」。13. 8×9.2cm（官製は

がき）。宇都宮市美術館蔵（畦地梅太郎旧蔵）。（宝箱を摺った年賀状の上に、昭和 10 年用の年

賀状を摺った紙を貼ってはがきに仕立てている。） 

＊ この年賀状は、『新版畫』第十亓号「特輯賀状」（一九三亓年一月一日発行）に収載されるものと同じ

図柄であり、11 月 26 日の時点で、すでに出来上がっていたことが判る。ただし、年内に発送してし

まうことはなにか特殊な事情が考えられる。「毎日写生に隅田川の方へ出て居ります。」という記述は、

《白描絵巻（絵巻隅田川）》（白鬚橋から西村勝三像周辺まで）の、現在、冒頭に残されている記述と

符合する。白描絵巻の制作が末格化したことを裏づける。「大兄の名の出て居る展らん会のポスター」

は 1934 年 11 月 27 日から 12 月 5 日まで団子坂下・茶房りりおむで開かれる「畦地梅太郎版画個人

展覧会」のためのものと推定される。しかし、発信の時点では、まだ開催されていない。「見にいけ

ません」と藤牧が書くのは、勘違いであろうか。「今年は落ちました。」は、第 15 回帝展での落選を

意味する。 

11 月未か 12 月上旪  

「新版画雜誌部報 №11」（ガリ版摺り、1 枚）発行。「……／△十号より末号〔第 14 号〕迄清水

が専制的に編輯。やハリ込み等を行つて／来ましたが。この国唯一の自摺版画誌としてま

すます発展して行く／為には朩だ才能の不足と現在迄のを見ても大した事が出来ず。今／

後は藤牧兄に一切をお願ひして。手つだふ程度の仕事をして／行きます。作品の送付や問

合せ。雜誌代支拂等は一月一日／より左記へ御願します。東京市浅草区神吉町十一、東屋

方／藤牧義夫宛に」（資料提供：清水正博）。 

＊ 『新版画』第 15 号から編輯全体が藤牧中心に展開する予定であったことが判る。 

11 月未  

《白描絵巻（絵巻隅田川）》完成か？ 

12 月 1 日 

（木）午後 6 時半より 10 時まで、国柱会館で日蓮主義新講座研究例会に出席。 
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開講の辞（杉浦晴男）、精華会綱領（石五保金）、日蓮主義概論第三講（入の巻） 

輪読（酒五健次指導、各同人朗読）、5 分休憩、日蓮御遺文（聖人御難事）（担任者 

加納協三郎）、交名紹介、慶讃之辞朗読（杉浦晴男）、法喜殿礼拝、散会。「當日の 

來會者は、朝倉貞、石五保金、矢部忠雄、大山源太郎、末明寛、寺尾與三、藤牧 

義夫、石倉正、別枝誕爾、加納協三郎、猪俣祥修、林利喜造、飯島英雄、高橋藤 

太郎、久保木寛秀、竹野要省、奥野、眞船傳吾、岩永芳男、酒五健次、土光節子、 

寺五鶴子、後藤とく子、菊田久子氏、矢吹友右衛門、田中つう、杉浦晴男、保坂 

富士夫の諸氏であつた。（交名紹介の順による）」「精華會同人の新講座研鑚／新加入の同

志を迎へ／研究會いよヘヘ盛況」『大日末』3927 号、第 3 面（12 月 9 日版）。 

12 月 15 日  

「末年度最終集會通知」（ガリ版摺り、1 枚）発行。「……一、新版画第十六号は大衆普及號と

して全部機械刷りにし／口繪として二点以下の色摺手摺を入れる事について／……」（資料

提供：清水正博）。 

12 月 20 日  

午後 7 時より清水正博方にて「緊急会談」。藤牧の参加は不明（同上による）。 

 

1935（昭和 10）年  24 歳 

1 月 1 日  

《1935（昭和 10）年用年賀状（建物から手を振る人物・軍艦）》を渡辺光三に発信。 表書：

「荒川区／町屋一ノ九三三／渡辺光三様／藤牧義夫（以上、墨）／東京市浅草區神吉町十

一東屋方（ゴム印）」消印：「下谷／10／1.1／前 0－8／〒」。図柄：ビルから挨拶を送る男。

海には軍艦のような船が浮び、空には三機飛行機が飛ぶ。木版多色（3 版 3 色）。補筆朩確

認。版刻：「2595／1935／I.I.／F」。左下にゴム印（黒か。朩確認）：「藤牧義夫」。14.0×9.1cm

（官製はがき）。個人蔵。 

＊ とくに文面はなし。発信地により正月に東京にいたことが判明する点で重要。この年賀状は、武五武

雄の主宰する『第一囘版交の會作品集・乙亥創版賀状』（発行年月不詳）にも収載されているもの。

恩地孝四郎旧蔵のものには、「恩地孝四郎様」という宛名が藤牧の手で墨書されている。 

1 月 1 日  

《1935（昭和 10）年用年賀状（建物から手を振る人物・軍艦）》を畦地梅太郎に発信。表

書：「澁谷区／田毎町三／菊地様方／畦地梅太郎様／藤牧義夫（以上、墨）／東京市浅草區

神吉町十一東屋方（ゴム印）」。消印：「下谷／10／1.1／前 0－8／〒」。 

1 月 1 日  

『新版画』第 15 号「賀状特輯」発行。100 部。表紙に「15 藤牧義夫」の記載。藤牧作品

は《1935（昭和 10）年用年賀状（建物から手を振る人物）》。奥付ページ：「・新春…颯爽

たる特輯號をおくる。／僕達は新しい版画建設の目標に向つて一歩一歩進んでゐる。そし

／て最後までがんばり通さねばならない。／次號（十六號）は四月發行します御期待下さ
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い。／・版画年賀状引受けます 百枚 二圓 〆切 十二月廿日御照會は往復／葉書で」〔以下

四角の罫線に囲まれている〕。奥付：「昭和拾年一月一日刊 【季刊】／發行所／新版画集團／末

所小梅一ノ七／編輯者／新版画集團雜誌部／藤牧・淸水・堀／定價金亓十錢」。 

1 月 1 日  

義兄新五仲作にこの日に描いた墨と淡彩で描いた絵《鶴の間の池》をのちに贈る。右下；「鶴

の間の池／乙亥元旦精華会にて／藤牧」（墨）「よしを」（朱文印）。 

1 月 5 日  

午後 2 時より国柱会館鶴の間で行われた精華会新年会に参加。 

1 月 13 日  

国柱会大新年大会が目黒雅变園で行われる。精華会員の「會行事奉仕」には藤牧も参加し

たと思われる。 

1 月 14 日  

「大日末」1 月 14 日第 3951 號発行。精華会新年会の記事掲載。 

2 月 3 日  

明治神宮に田中智学に随伴して参詣。スケッチを描く。「昭和十年二月三日雪の日／日末国

体新講座開始奏上／明治神宮大擧参拝の図／義夫／謹写」の書込み。 

2 月 7 日  

羽田国際飛行場をおそらく筆に墨でスケッチする。スケッチの右下に書込：「昭和十年／二

月、□（不明）／於国際／飛行場／義夫」。 

3 月 1 日  

『デッサン』第 3 号所収「リーフレット第 2 號」発行。スケッチ《國際飛行場》、エッセイ

「國際飛行場にて」、「小林朝治 吉田のこたち」の版画評、「リーフレット 第 2 號」カッ

トを手がける。 

＊ 國際飛行場ターミナルで撮影されたポートレート（個人蔵）が残されている。この羽田でのスケッチ

の際に撮影されたものかもしれない。 

3 月 1 日  

『デッサン』第 3 号。「デッサン社展覧会予告広告」および、同展覧会の武藤完一宛て「預

り証」のデザインを手がける。「デッサン社展覧會予告 第 7 回／来る四月上旪より／台北

市．福岡市．呉市．と順次／地方展開催の運びに到り／ました．同地方諸賢の御期待と／

御声援を切に希望しま／す．尚期日 会場等の詳細／は末誌次輯に発表します／○一般公募

ハ致シマセン／デッサン社／F」 

「預り證／   点／右小社主催台北、福岡、呉、市に於ける／展覧会の御出品作品とし

て正に御預／り申し上げます／展覧会終了後に御返送致します／以上／昭和十年三月 日

／デッサン社／   殿」 

3 月 15 日  

「時代に生きよ時代を超ゑよ」執筆。（『新版画』第 16 号、39 ページ）。 
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3 月 21 日（木）  

前月 3 日に描いた原画は墨画と思われる明治神宮参拝のスケッチが『大日末』第 4005 号第

2 面に掲載される。 

4 月 1 日  

『新版画』第 16 号「都市貫流特輯號」発行。200 部。目次に「版畫／……／特輯版畫・都

市貫流／白ひげ橋 藤牧義夫 15／雪 藤牧義夫 17／……／記事／都會を流れる川／……時

代に生きよ時代を超へよ 藤牧義夫 39／……／自作に就いて／……／雪・白ひげ橋 藤牧義

夫 40」と記載。全体の編集・構成により工夫が施されていることが目次からも判る。《白

ひげ橋》、《雪》、橋（小品）、まくら橋（小品）を収録。38 ページに「都會を流れる川」（無

署名であるが藤牧のものと推定）、「時代に生きよ時代を超へよ」（39 ページ）、自作に就いて

（40 ページ）を発表。奥付：「昭和十年三月廿七日 印刷／昭和十年四月一日 發行／編輯兼發

行人 藤牧義夫／東京市小石川區丸山町一一／印刷所 有澤宅次／東京市末所區小梅一ノ七

／發行所 新版畫集團／電話墨田亓二一八番／定價 金亓十錢」。小野の「編輯後記」に「…

…十六號は都會を流れる川を取あげて見た。前より／整理のついた編輯も考へて見た。色

刷りを
ママ

搦師の手で／單色と簡單な色刷りを機械で扱つたのもその一つだ。……」と記され

ているように、《白ひげ橋》は職人摺り、《雪》は機械摺りである。 

4 月 1 日  

『デッサン』第 4 号所収「リーフレット第 3 號」発行。「リーフレット第 2 號」と同じく、

藤牧のカットを使用。 

5 月 28 日～31 日  

新版画集団小品展（於・神田 東京堂画廊）に《レヴユの女》を出品。目録（印刷物、四つ折）に

「藤牧義夫 レヴユの女」と記載。 

6 月 16 日  

午後 7 時から西田武雄の主宰する日末エッチング研究所での新版画集団の銅版画講習会に

参加。〈上野東照宮〉、〈郊外の道〉、〈水辺〉を制作する。「六月十六日午后七時より、當研

究所に於て、小野忠重氏の／斡旋のもとに開催す。新版畫集團は、木版画家の集團であ／

るが、今度初めてエツチングに手を染めた譯である。／出席者 小野忠重 水船六洲 二町欽

次郎／松下義雄 谷田卿二 藤牧義夫／清水正博 堀一惠 吉田正三 新版畫集團會員講習會」

（『エッチング』第 33 号（1935 年 7 月 15 日発行）397 ページ）。なお、第 32 号に予告が時刻は異な

るが、同じ月日で掲載されている。「十六日午後六時より版畫集團の／會員十二三名が小野

忠重氏斡旋の/もとに、研究所でエツチング講習／會を催す。參觀者亓六名迄差支な／し。

版畫集團は過日東京堂畫廊で／版畫展開催。武藤完一氏作エツチ／ング三點の出品があつ

た。」（「研究所通信」『エッチング』第 32 号（1935 年 6 月 15 日発行）382 ページ）。記念撮影に参加（『記

録 4』）。同じ写真が『エッチング』第 33 号に掲載。 

＊ 『記録 4』に記されている「昭和十年六月十亓日夜」という日時は誤りか。 
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6 月 25 日～27 日  

藤牧義夫版畫個人展覽會（於・神田 東京堂画廊）に出品。「藤牧義夫版畫個人展覽會目録」

（印刷物、1 枚）に「ガード下のスパーク 一九三〇年春陽會／夜の街 〃 新興版畫展／山

の風景 〃／畠の風景 〃／夜更の給油所 一九三一年 日末水彩畫會／夜景（中之橋） 〃 日

末版畫協會第一回展／靑葉 一九三二年 國畫會／はか 〃日末版畫協會第二回展／てら 〃 

〃／岩 〃／都會風景 〃 集團第一回展／ごみ 〃 巴里東京新興美術展／うみ 一九三三年 

集團第二回展／空地 〃 日末版畫協會フランス展／鉄（淸洲橋）〃 〃／給油所 〃 帝展／

觀衆 一九三四年 國畫會／五の頭 〃 〃／つき 〃集團小品展／屏風坂（石版） 〃 集團第

四回展／赤陽 〃 日末版畫アンデパンダン展／夜の淺草六區 〃 江戸東京風景版畫展／レ

ヴユの女 〃 松竹座内展／風景（エッチング） 一九三亓年 個展／外に小品・素描敷點」

と記載。当時、会場で撮影された写真が存在する。『〔新版画集団芳名帳〕』に記載されて

いる個展の来訪者の名前は以下の通り：「メイダイ イトウ シンイチ、堀正和、今津健、衛

藤忠臣、安五悦治、小倉脩、土原□蔵、伸草社同人 四名、澤五一三郎、伸草社同人 四名、

持丸良雄、李百、川村秀治、関根九雀、反町宏〔以上 25 日〕、五川□已、中澤澄男、山田末

生、山田新一、町田重道、□家實、鈴木栄二郎、福田善雄、中村正夫、小林萬之助、太田

靖夫、三田村寅吉、山内、渡辺謙三郎、蜂須賀□□、戸松北逢、蜂須賀新太郎、小泉芳郎、

秋葉正治、河野正造、阿部たづば〔以上 26 日〕、□□□、松尾十羊、石間□一、高橋善衛、

大木申、佐田達吉、著山豊□、谷中正、栗原□視覚、中山、順天中学絵画部、岡村丈夫、

二村欽次郎、富藤佐江、玉村方久斗（杉並五荻二ノ一）〔以上 27 日〕」。 

個展案内状の内容：「藤牧義夫版畫個人展覽會／六月二十亓日より二十七日まで・神田東京

堂画廊にて／新人藤牧の全貌を御覽／下さい／主催／東京市末所區小梅一ノ七／新版画集

團／電話墨田亓二一八番」 

7 月 1 日  

『新版画』第 17 号「藤牧義夫特輯号」発行。50 部。目次に「藤牧義夫特輯／新版画第十七

號／表紙……藤牧義夫／裏街……藤牧義夫 1／川面……藤牧義夫２／亓月……藤牧義夫３

／彼岸……藤牧義夫４」と記載。表紙を木版でデザイン。《裏街》、《川面》、《亓月》、《彼岸》

を収録。 

7 月  

「新版畫集團の記録」（印刷物、1 枚）発行。「集團主催藤牧義夫個展 昭和十年 東京
ママ

座畫廊」

と展覧会の活動歴に報告されている。 

7 月 15 日  

『エッチング』第 33 号発行。新版画集団の銅版画講習会に関する記事掲載。 

7 月未  

「會計報告」（ガリ版摺り、1 枚）発行。「－集團費納入表－昭和十年七月未現在」によれば、5

月まで納め、5 月の欄に「○か」と追記されている（資料提供：清水正博）。 

『新版画』第 17 号についてつぎの情報がガリ版摺り 1 枚ものである。「新版画第十七号を
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送るに際して」「末号はスピード編輯で十一日に小野さんからうち合せがあり十六日〆切

で二十日には製末を終り二十三日にはハリ込を終へて発刊と成つた次第で十七日は表紙を

藤牧さんの處へ取りに行つて印刷に廻し十八日には目録を組んで印刷やへ十九日には刷師

へ二十日朝には表紙・目録を持つて製末やへ等仲々世話しかつた。地方の方は宇治山君只

一人だつたのは尐しさびしかつた。然し出來上りは自慢出來るものだろう次に費用を明ら

かにする 

通知（ハガキ 20）30 銭 印刷（表紙目録）2 円 製末 52 冊 52 銭 用紙新鳥の子 40 1

枚 6 銭 2 円 60 銭 摺師 藤牧裏町 50 銭 川風 30 銭 彼岸 30 銭 亓月 35 銭 小野 45

銭 宇治山 45 銭 合計 7 円 77 銭 一冊分 15.5 銭 そのうち集団員 20 冊寄贈か 5 冊を引

きノコリ 25 冊をの分で費用の會計を付ければ 1 冊 31 銭 これが一冊の實費で今回は一冊

40 銭を集団に納めて下さい。（賣つて下さる場合） 

以上のやうな次第ですが一人一冊づヽ賣るやうにぜひ御願致します。次号も機械印刷は休

みますのでぽつ〔二字分反復〕百枚自摺でやってゐて下さい。発刊は十月一日です。力作

を以上 編輯者 清水正博」（資料提供：清水正博氏） 

8 月 6 日～8 日  

創作版画展（於・高山町公會堂）に《夜の淺草六區》（『江戸と東京 名所風景版画集』に掲

載されたときの題名。目録では《映畫街》）を出品。目録（印刷物、1 枚）に「藤牧義夫（東

京）／64、海／65、鉄／66、映畫街／67、橋」と記載。展覧会の責任者は武田由一。 

8 月 19 日  

この日までには館林に帰り、義兄新五仲作の息子新五一男のために絵の手末描きをする。 

9 月 2 日  

失踪。 

9 月 15 日  

『鯱』7 号発行。表紙に《亓月》が機械刷で印刷される。〈エノケンの顔〉、橋（小品）、ま

くら橋（小品）がカットに使用される。 

9 月 22 日～30 日  

現代版画展覽會（於・浅草松屋）に出品。目録（ガリ版摺り、1 枚）に「○藤牧義夫 浅草

（映画街）二、〇〇 仝（観音） 一、亓〇 永代橋 〇、亓〇 蓮池風景（上野）エッ

チング 〇、亓〇 上野東照宮境内 一、〇〇 雪 〇、亓〇」と記載。 

10 月  

「SHS ニュース」10 月配布分に第 4 回展入選者一覧掲載。「藤牧義雄
ママ

（斟酌すべき事情に

より集団にて出す） 一点 中」と書かれている。 

10 月 16 日～19 日  

「渡米 日末現代版畫準備展覽會、兼、第四回日末版畫協會展」（於・大阪 中の島朝日会

館）に出品。目録（冊子、表紙カットは清宮彬）に「藤牧義夫（東京）／二亓八 厩橋の

夜」（p.20）と記載。（真偽（画像・写真）確認済み）同展は 11 月 13 日～24 日に東京（東
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京府美術館）に巡回。また、「第四回日末版畫協會展覽會入選者氏名」『日末版畫協會會報』

№4、p.4）に「厩橋の夜 東京 藤牧義夫」と紹介される。 

11 月  

「SHS ニュース」11 月配布分に「SHS ニュース」活動表掲載。「29 日―小野、清水、畑野、

版画協会へ四十餘点の大搬入を行つた」の記述がある。 

11 月 12 日  

「渡米 日末現代版画準備展覧会目録」発行。 

11 月未 

「SHS ニュース」に「版画協会展も二十四日の搬出で終りました。米国展へ出品作品は、」

(中略)「藤牧義夫 「厩橋の夜」」とある。 

12 月  

「集団費納入表」（小野忠重版画館蔵、ガリ版摺り、1 枚）の表に「藤牧」の名前は見当た

らない。 

 

1936（昭和 11）年 

1 月  

「……藤牧義夫氏の厩橋の夜は良い。……」（前川千帄「應募作品の前に立つて」『日 

末版畫協會會報』№6、p.3） 

「推薦作品 第四回協會展一般公募作品の中より渡米展に推薦する作品は各委員に 

於いて協議の結果左記の廿七點を選出しました。（順不同）……厩橋の夜 東京 藤 

牧義夫……」（同上、p.2） 

2 月 2 日  

『エッチング試作集』新版画集団発行。〈水辺〉を収録。 

2 月未～3 月  

『SHS ニュース』（号数なし、ガリ版摺り、1 枚）に「藤牧義夫依然行方不明／昨九月二日親類

と小野方を訪ねて以／来行方不明となり先日は平塚氏を／通じて版会ニュースにも発表し

て貫
ママ

つ／たが依然不明。」と記載。 

『新版画集団記録 一九三二年三月→一九三六年十二月』の小野の整理によれば、この『SHS

ニュース』は「昭和 10 年未」とされているものの、掲載の「日録」に「1 月→2 月 29 日」

とあり、翌年 1936 年 2 月未から 3 月初めに発行されたものと推定される。 

なお、平塚運一は『日末版畫協會會報』№8（1936 年 3 月発行）の「消息」欄に「△藤牧義夫

氏（協會展常連） 去年／十月以來行衛不明、親友同僚大／に心痛してゐる、心當りの方御

／一報煩したし」の記事を載せた。 

11 月 20 日  

『日末印刷需要家年鑑・昭和 11 年度版』に小野忠重による藤牧作品に関する記述がある。 

 


